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同
社
は
保
護
包
装
資
材（
ポ
リ

袋
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
）を
製
造

販
売
し
て
お
り
、
電
子
部
品
、
家

電
製
品
、
工
業
製
品
な
ど
用
途
は

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
比
較
的
業

績
は
安
定
し
て
い
ま
す
が
、
包
装

資
材
市
場
が
縮
小
す
る
中
で
既
存

客
の
取
扱
量
も
減
少
し
て
お
り
、

将
来
を
見
据
え
た
新
規
顧
客
の
開

拓
が
必
要
で
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
代
表
の
田
中
利
希

也
氏
は
、
大
手
取
引
先
が
フ
ィ
リ

ピ
ン
に
進
出
す
る
と
の
情
報
を
得

ま
し
た
。
懇
意
に
し
て
い
た
福
井

県
立
大
学
経
済
研
究
所
所
長
の
中

澤
孝
夫
教
授
か
ら
海
外
拠
点
設
立

の
必
要
性
を
助
言
さ
れ
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
海
外
で
の
新
規
顧
客

獲
得
の
必
要
性
を
痛
感
。
早
速
、

中
澤
氏
か
ら
聞
い
た
日
本
ア
セ
ア

ン
セ
ン
タ
ー
主
催
の
視
察
旅
行
に

参
加
し
ま
し
た
。
市
場
を
把
握
す

る
に
は
展
示
会
・
見
本
市
に
出
展

す
る
の
が
一
般
的
で
す
が
フ
ィ
リ

ピ
ン
で
は
こ
う
し
た
機
会
は
ま
だ

少
な
く
、
そ
の
方
法
は
専
ら
現
地

企
業
の
訪
問
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
大

使
館
商
務
部
やJET

RO

マ
ニ
ラ
、

知
り
合
い
の
現
地
日
系
企
業
、
専

門
誌
か
ら
情
報
を
収
集
し
、
通
訳

を
付
け
て
レ
ン
タ
カ
ー
で
企
業
を

回
り
ま
し
た
。

「
現
地
で
、
日
本
製
品
に
対
す
る

信
頼
の
高
さ
と
日
系
企
業
の
進
出

を
希
望
す
る
声
が
あ
る
こ
と
、
同

業
者
の
競
合
が
な
い
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
ま
た
、
マ
ニ
ラ
の
工
業

団
地
に
お
付
き
合
い
が
あ
る
日
系

企
業
も
多
く
、
情
報
収
集
し
や
す

い
と
い
う
の
も
魅
力
に
感
じ
ま
し

た
」

　
さ
ら
に
、
日
系
製
造
業
が
輸

出
目
的
で
現
地
操
業
す
る
場
合
、

日
本
企
業
１
０
０
％
出
資
に
よ

る
会
社
設
立
が
認
め
ら
れ
て
い

る
ほ
か
、
税
制
上
の
優
遇
措
置

（「PEZA

」と
い
う
投
資
促
進
機

関
の
制
度
）が
講
じ
ら
れ
て
い
る

点
も
進
出
の
決
め
手
に
な
っ
た
と

か
。

「
マ
ニ
ラ
で
製
造
拠
点
を
作
り
、

日
本
向
け
の
製
品
を
製
造
し
な
が

ら
実
績
を
積
み
、
将
来
的
に
現
地

　

海
外
展
開
を
行
う
た
め
に
は
、
市
場
調
査
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
選
定
、
各
種
契
約
の
締
結
、
販
売
計
画
な
ど
、
全
体

の
流
れ
を
大
ま
か
に
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
２
０
１
３
年
7
月
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
進
出
し
た
豊

フ
ァ
イ
ン
パ
ッ
ク
株
式
会
社
の
ケ
ー
ス
を
通
し
て
、
海
外
展
開
の
プ
ロ
セ
ス
を
確
認
し
ま
す
。

日
系
企
業
や
ロ
ー
カ
ル
企
業
向
け

に
市
場
開
拓
し
て
い
こ
う
と
決
め

ま
し
た
」

　
田
中
氏
は
、
市
場
調
査
と
同
時

並
行
で
現
地
法
人
設
立
の
準
備
を

進
め
ま
す
。
ま
ず
、
工
場
物
件
の

選
定
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
使
館
で
情

報
収
集
し
た
日
系
不
動
産
会
社
を

通
じ
、
レ
ン
タ
ル
工
場
を
借
り
ま

し
た
。
不
慣
れ
な
土
地
で
ビ
ジ
ネ

ス
展
開
す
る
う
え
で
、
初
期
投
資

を
抑
え
ら
れ
操
業
ま
で
の
時
間
も

短
縮
で
き
る
レ
ン
タ
ル
工
場
は
貴

重
な
存
在
で
し
た
。

　
次
に
人
材
の
確
保
。
責
任
者
と

し
て
田
中
氏
の
知
人
の
日
本
人
を

現
地
に
迎
え
入
れ
ま
し
た
が
、
ス

タ
ッ
フ
は
賃
金
コ
ス
ト
を
抑
え
る

た
め
現
地
採
用
と
し
、
日
本
人
運

営
の
人
材
紹
介
会
社
を
通
じ
て
3

名
を
雇
用
。
し
か
し
、
採
用
後
1

CONTENTS

01	 特集　アジアが顧客 ～新市場を切り拓く～
	 中小企業が挑む！初めての海外進出
	 アジアの魅力とリスク
	 　（有）吉中精工／（株）ＧＡＩＡ／（有）チャーミー
	 アジア市場開拓のためのポイント便利帳

13	 完成への道のり
	 ささの木綜合法務事務所、(株)システムエルフ
15	 ［短期連載］　事業承継のススメ　第3回
17	 アジアを攻める！　第3回
18	 飛躍する経営者たち　第3回
19	 読者のひろば　第3回 私のイチオシのお店
20	 インフォメーション 他

国内需要の減少などにより、成長著しいアジア市場で販路開拓を行う企業が増えてきました。しかし、海
外展開を進める際には、国内とは異なる特有の課題・リスクに対応しなければならず、魅力あるアジア市
場への挑戦を躊躇する中小企業も少なくありません。今回は、アジア市場の魅力とリスク、そして、リス
クを乗り越えてアジア市場を開拓するためのポイントを紹介します。

年
足
ら
ず
で
一
部
が
退
社
す
る
な

ど
、
人
材
確
保
・
育
成
は
今
後
の

課
題
で
す
。

　
現
地
の
法
制
度
を
知
ら
な
け
れ

ば
困
難
な
法
人
設
立
の
手
続
き

は
、
専
門
業
者
に
代
行
を
依
頼
。

ロ
ー
カ
ル
業
者
に
代
行
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
現
地
の
日
系
業
者
よ

り
も
１
／
５
の
費
用
で
済
ん
だ
そ

う
で
す
。

　
最
も
頭
を
悩
ま
せ
た
の
は
工

場
稼
働
ま
で
の
手
続
き
。
税
制

の
優
遇
措
置
を
受
け
る
に
は
膨

大
な
書
類
の
作
成
を
必
要
と

し
、
２
０
１
２
年
11
月
に
マ
ニ

ラ
に
現
地
法
人
を
設
立
す
る
も
、

２
０
１
３
年
7
月
の
稼
働
ま
で
8

カ
月
を
要
し
ま
し
た
。

市
場
の
把
握

拠
点
の
設
立
、
人
材
採
用

①	

中
小
企
業
が
挑
む
！
初
め
て
の
海
外
進
出こ

こ
が
ポ
イ
ン
ト

　

市
場
の
把
握（
市
場
規
模
、
ニ
ー
ズ
、
競
合
他
社
、
販
売
シ
ェ
ア
等
）や
タ
ー

ゲ
ッ
ト
の
絞
り
込
み
に
あ
た
り
必
要
と
な
る
の
が
情
報
収
集
だ
が
、
多
様
な
情

報
源
に
あ
た
る
こ
と
が
大
切
。
国
内
で
の
主
な
情
報
収
集
先
は
次
の
と
お
り
。

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ（
日
本
貿
易
振
興
機
構
）http://w

w
w
.jetro.go.jp/

　

日
本
企
業
の
海
外
展
開
支
援
等
を
行
っ
て
い
る
。
Ｈ
Ｐ
の「
ジ
ェ
ト
ロ
海
外

情
報
フ
ァ
イ
ル
」か
ら
世
界
各
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
を
、「
引
き
合
い
案
件
デ
ー

タ
ベ
ー
ス（
Ｔ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）」で
仕
入
先
・
販
路
の
情
報
を
収
集
で
き
る
。

ふ
く
い
貿
易
促
進
プ
ラ
ザ

http://w
w
w
.fukui-kaigai.jp/

　
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
の
経
験
が
豊
富
な
ア
ジ
ア

市
場
専
門
員
が
相
談
員
と
し
て
常
駐
。
海
外

ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
各
種
相
談
や
依
頼
に
無

料
で
対
応
し
て
い
る
。

日
本
ア
セ
ア
ン
セ
ン
タ
ー

http://w
w
w
.asean.or.jp/ja/

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
商
品
の
展
示
・
商
談
会
、
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
派
遣
・
招
聘
、
視
察
ツ
ア
ー
等
を

行
っ
て
い
る
。

展
示
会
・
見
本
市
等

　

海
外
で
開
か
れ
る
展
示
会
や
見
本
市
は
、

海
外
の
顧
客
・
パ
ー
ト
ナ
ー
と
出
会
う
チ
ャ

ン
ス
。
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
で
は
世
界
各
国
で
展
示

会
等
を
開
催
し
て
お
り
、
Ｈ
Ｐ
上
の「
見
本

海外展開に関する県内の相談窓口
●JETRO福井	 電話：0776-33-1661

●ふくい貿易促進プラザ	 電話：0776-89-1140
　 竹内正夫・アジア市場専門員がご相談に対応いたします。

いずれも、福井商工会議所ビル６階
（福井市西木田2丁目8番1号）にあ
ります。

市
・
展
示
会
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（J-m

esse

）」で
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
ふ
く
い

貿
易
促
進
機
構
で
は「
福
井
産
品
応
援
者
バ
ン
ク
」（
海
外
有
力
仕
入
責
任
者
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）に
登
録
し
て
い
る
上
海
、
香
港
の
バ
イ
ヤ
ー
を
招
き
、
県
内

企
業
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を
開
催
。
い
ず
れ
も
ふ
く
い
貿
易
促
進
プ
ラ

ザ
Ｈ
Ｐ
上
で
確
認
を
。

法
制
度
の
確
認

　

自
国
企
業
を
保
護
す
る
た
め
外
国
企
業
の
設
立
を
制
限
し
て
い
る
国
・
業
種

が
あ
る
。
出
資
比
率
に
よ
る
制
限
等
を
勘
案
し
た
上
で
、
出
資
額
お
よ
び
定
款

に
記
載
す
る
事
業
範
囲
を
検
討
す
る
こ
と
。
税
制
度
も
同
様
で
あ
り
、
税
務
知

識
の
理
解
不
足
に
よ
り
追
徴
課
税
さ
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
要
注

意
。
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
の
Ｈ
Ｐ
上
の「
国
・
地
域
別
情
報(J-FILE

)

」で
、
国
別
の
法

制
度
が
詳
し
く
確
認
で
き
る
。こ

こ
が
ポ
イ
ン
ト

進
出
用
地
の
選
定
お
よ
び
現
地
法
人
設
立

　

進
出
地
は
、
工
業
団
地
の
条
件
や
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
関
係
も
含
め
て
検
討
し
、

選
定
に
は
、
現
地
の
メ
リ
ッ
ト
や
制
約
条
件
な
ど
も
考
慮
す
る
こ
と
。
複
雑
な

手
続
が
あ
る
法
人
・
工
場
登
記
は
、
弁
護
士
、
会
計
士
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

社
を
通
じ
て
行
う
方
が
良
い
。

現
地
で
の
有
能
な
人
材
の
確
保

　

人
材
紹
介
会
社
か
ら
紹
介
を
受
け
る
場
合
で
も
任
せ
き
り
に
せ
ず
、
自
ら
関

与
し
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
採
用
基
準
を
設
け
て
直
接
面
接
し
て
比
較
検
討
し

た
う
え
で
決
定
す
る
こ
と
。
ま
た
、
採
用
後
に
お
い
て
は
、
現
地
従
業
員
の
定

着
や
育
成
に
苦
労
す
る
企
業
も
多
く
、
相
場
以
上
の
給
与
水
準
の
確
保
、
日
本

へ
の
研
修
制
度
、
管
理
職
へ
の
抜
擢
等
、
従
業
員
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え

る
こ
と
も
検
討
す
る
と
良
い
。

　
豊
フ
ァ
イ
ン
パ
ッ
ク（
株
）の
本

格
的
な
市
場
開
拓
は
こ
れ
か
ら
で

す
が
、
既
に
現
地
の
日
系
大
手
企

業
と
の
取
引
案
件
も
あ
る
と
か
。

「
現
地
の
日
系
企
業
は
日
本
国
内

と
は
違
い
大
企
業
で
も
ア
ポ
イ
ン

ト
を
取
り
や
す
く
、
仕
事
も
割
と

ス
ム
ー
ズ
に
獲
得
で
き
ま
し
た
。

今
後
、
事
業
が
軌
道
に
乗
る
か
ど

う
か
不
安
な
思
い
は
あ
り
ま
す

が
、
成
功
の
可
能
性
は
信
じ
て
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
」

本も貴重な情報源（写真は田中氏が参考にした資
料の一部）

豊ファインパック株式会社
http://www.housougijutsu.net/
所 在 地：	越前市家久町31-11-2
電　　話：0778-23-7733
代 表 者：田中 利希也 氏
資 本 金：1,000万円
従業員数：13人代表取締役　田中 利希也  氏

表紙写真：有限会社吉中精工の成形加工
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アジアが顧客 ～新市場を切り拓く～

研
修
生
受
け
入
れ
を
機
に　

ベ
ト
ナ
ム
と
の
交
流
深
め
る

　
１
９
５
０
年
に
鉄
工
所
と
し
て

創
業
し
た
同
社
が
金
型
事
業
に

乗
り
出
し
た
の
は
８
８
年
の
こ

と
。
以
来
、
着
実
に
設
備
投
資
を

続
け
、
主
と
し
て
自
動
車
業
界
向

け
の
金
型
生
産
を
手
が
け
て
き
ま

し
た
。
２
０
０
６
年
〜
０
７
年
頃

は
中
国
で
の
特
需
も
追
い
風
と
な

り
、
相
当
数
の
金
型
を
送
り
出
し

た
の
だ
そ
う
で
す
。

　
ベ
ト
ナ
ム
と
の
つ
な
が
り
が
で

き
た
の
も
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
。
同

社
を
含
め
た
金
型
業
界
全
体
が
、

慢
性
的
な
労
働
力
不
足
に
悩
ま
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
背
景
に
あ
り
ま

し
た
。

　「
鉄
を
扱
う
現
場
な
の
で
ハ
ー

ド
な
仕
事
と
思
わ
れ
た
の
か
、
若

い
人
が
現
場
に
な
か
な
か
来
て
く

れ
な
い
の
で
す
。
そ
こ
で
求
め
た

の
が
ベ
ト
ナ
ム
の
若
い
労
働
力
、

つ
ま
り
研
修
生
の
受
け
入
れ
だ
っ

た
の
で
す
」と
吉
中
氏
。

　
業
界
団
体
の
海
外
視
察
を
通

じ
て
、
現
地
に
お
け
る
研
修
生

送
り
出
し
機
関
の
教
育
体
制
や

研
修
生
の
能
力
が
十
分
だ
と
判

断
で
き
た
こ
と
か
ら
、
吉
中
氏

は「
こ
れ
な
ら
い
け
る
」と
判
断
。

２
０
０
７
年
か
ら
３
回
に
分
け

て
計
６
人
の
研
修
生
を
ベ
ト
ナ

ム
か
ら
受
け
入
れ
、
研
修
生
の

技
術
・
語
学
習
得
に
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　
そ
の
取
り
組
み
は
、
同
業
の
金

型
メ
ー
カ
ー
や
同
社
と
取
引
の

あ
る
商
社
か
ら
の
注
目
も
集
め

る
こ
と
と
な
り
、
ベ
ト
ナ
ム
進

出
へ
と
大
き
く
動
き
出
し
ま
す
。

２
０
１
１
年
に
は
現
地
に
合
弁
会

社『
Ｙ
．
Ｈ
．
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ 

Ｖ
Ｉ

Ｅ
Ｔ
Ｎ
Ａ
Ｍ 

Ｊ
Ｓ
Ｃ
』（
以
下
Ｙ

Ｈ
Ｖ
）を
設
立
。
営
業
の
拠
点
が

つ
い
に
で
き
ま
し
た
。

　
吉
中
氏
に
よ
る
と
、
Ｙ
Ｈ
Ｖ
の

あ
る
ハ
ノ
イ
周
辺
は
、
国
策
に
よ

り
４
輪
メ
ー
カ
ー
が
進
出
し
や
す

い
環
境
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ

と
。
日
本
の
大
手
自
動
車
関
連

メ
ー
カ
ー
も
進
出
し
て
い
て
、
現

地
法
人
と
直
接
や
り
と
り
す
る
こ

と
で
、
日
本
だ
け
で
営
業
活
動
し

て
い
た
頃
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら

な
い
商
談
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

進
出
後
の
現
地
で
の
新
規
取
引
先

（
日
系
企
業
）は
10
社
。
そ
の
う

ち
７
社
と
は
国
内
で
の
取
引
も
始

ま
っ
た
そ
う
で
す
。

税
制
や
企
業
法
、
イ
ン
フ
ラ
等

十
分
な
調
査
が
必
要
、
と
強
調

　
さ
て
、
順
調
に
見
え
る
ベ
ト
ナ

ム
進
出
の
裏
で
、
先
駆
者
な
ら
で

は
の
苦
労
も
数
知
れ
な
い
こ
と
を

吉
中
氏
は
打
ち
明
け
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
特
に
、
関
税
に
対
す
る

同
国
の
と
ら
え
方
に
は
ず
い
ぶ
ん

苦
労
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

福
井
市
西
開
発
に
拠
点
を
構
え
る
金
型
製
造
の
吉
中
精
工
は
、
県
内
で
多
く
見
ら
れ
る
中
間
材
メ
ー
カ
ー
の
一

つ
。
長
く
国
内
向
け
の
取
り
引
き
を
続
け
て
き
た
同
社
で
は
、
新
た
な
取
引
先
を
獲
得
し
よ
う
と
経
済
成
長
著
し

い
ベ
ト
ナ
ム
に
進
出
、
現
地
で
の
受
注
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
そ
の
経
緯
や
、
中
小
企
業
が
海
外
進
出
す
る
際
に

心
が
け
る
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
、
同
社
代
表
取
締
役
の
吉
中
一
夫
氏
に
伺
い
ま
し
た
。

　「
金
型
そ
の
も
の
の
輸
入
が
無

税
な
の
に
、
金
型
を
作
る
た
め
の

部
品
に
は
17
％
の
関
税
が
か
か
る

と
い
う
税
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
も
、
そ
の
解
釈
が
税
関
の
職

員
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。
当

社
で
も
、
最
初
の
金
型
輸
入
は
ほ

ぼ
無
税
だ
っ
た
の
に
、
２
回
目
は

３
０
０
０
倍
の
関
税
が
か
か
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
を
回
避
し
よ
う
と
、Ｅ
Ｐ
Ａ（
経

済
連
携
協
定
）や
Ｆ
Ｔ
Ａ（
自
由
貿

易
協
定
）の
こ
と
は
、
ベ
ト
ナ
ム

に
進
出
し
て
か
ら
短
期
間
で
ず
い

ぶ
ん
勉
強
し
ま
し
た
」

　
そ
の
成
果
と
し
て
同
社
は
こ
の

ほ
ど
、
同
社
製
品
が
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
基

づ
く
原
産
資
格
を
満
た
し
て
い
る

こ
と
を
証
明
す
る「
特
定
原
産
地

証
明
書
」の
認
定
を
取
得
。
よ
う

や
く
、
通
常
の
関
税
率
よ
り
も
低

い
税
率
で
、
ベ
ト
ナ
ム
国
内
に
製

品
を
輸
入
す
る
体
制
を
整
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　「
当
社
が
行
か
な
く
て
も
、
い

ず
れ
ど
こ
か
の
金
型
会
社
が
ベ
ト

ナ
ム
に
進
出
し
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
外
に
出
て
い
る
人
た
ち
は
み

な
苦
労
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
分

も
、
こ
の
後
に
続
く
方
に
少
し
で

も
お
手
伝
い
で
き
れ
ば
と
い
う
思

い
で
や
っ
て
い
ま
す
」

　
進
出
前
は
車
で
２
時
間
ほ
ど
の

地
域
が
営
業
の
エ
リ
ア
だ
っ
た
と

振
り
返
る
吉
中
氏
。
そ
れ
が
、
こ

の
１
〜
２
年
で〈
飛
行
機
で
４
〜

５
時
間
〉と
い
う
地
域
に
ま
で
営

業
範
囲
が
飛
躍
的
に
拡
大
し
ま
し

た
。

　「
ベ
ト
ナ
ム
に
は
、
日
本
の
技

術
を
求
め
て
い
る
日
系
企
業
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
日
本
の
技
術

は
ま
だ
ま
だ
海
外
で
通
用
す
る
こ

と
を
現
地
に
行
っ
て
再
認
識
し

ま
し
た
」。
今
後
10
年
間
で
、
▽

ベ
ト
ナ
ム
で
の
生
産
・
営
業
体
制

の
確
立
▽
成
形
部
門
の
確
立
▽
現

地
で
の
幹
部
社
員
の
育
成
―
―
と

い
っ
た
仕
事
に
力
を
入
れ
た
い
と

の
こ
と
で
す
。

　
最
後
に
、
海
外
展
開
を
考
え
る

中
小
企
業
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
伺

い
ま
し
た
。

　「
中
小
企
業
に
と
っ
て
海
外
進

出
は
ま
さ
に
、
会
社
の
命
運
を
左

右
す
る
大
事
業
。
計
画
性
を
も
っ

た
準
備
が
必
要
で
す
。
進
出
先
に

お
け
る
、
人
材
育
成
や
企
業
法
の

理
解
、
税
制
、
イ
ン
フ
ラ
な
ど
を

十
分
に
調
査
し
準
備
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
」。
関
税
の
よ
う
に
、

海
外
進
出
後
に
初
め
て
見
え
た
課

題
も
多
い
と
語
る
吉
中
氏
だ
け

に
、
そ
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
は
強
い

説
得
力
が
あ
り
ま
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
進
出
で
現
地
日
系
企
業
へ

販
路
拡
大

有
限
会
社
吉
中
精
工

(有)吉中精工が語るベトナムの

魅力とリスク

【魅力】
日本の高い技術力に強いニーズあり

【リスク】
困難な部品の現地調達と高い関税、
曖昧な税制

②	アジアの魅力とリスク
	 ～ 中間材市場に挑む ～

★

ハノイ
（Y.H.SEIKO VIETNAM JSC）

日本で技術を身に付けたベトナム人社員が即戦力として勤務。金型や成型部品を製造し、
現地日系メーカーに納めています。

自動車のエンジンスィッチやレバースィッチに吉中精工製の成形部品が使われています。

有限会社吉中精工
http://camera-repair.jp/
所 在 地：	福井市西開発2丁目410-2
電　　話：0776-53-3061
代 表 者：吉中 一夫 氏
資 本 金：500万円
従業員数：10人（ベトナム法人『Y.H.SEIKO VIETNAM JSC』 30名）
事業内容：金型製造
日本本社：http://www.yoshinaka-seiko.co.jp/
ベトナム現地法人：http://yh-seiko.com.vn/vi/index.html

ＹＨＶ（YH-SEIKO VIETNAM JSC）
工場（ハノイ市タンロン工業団地内）
の前で撮影。

代表取締役　吉中 一夫　氏
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安
心
・
安
全
＆
効
能
を
Ｐ
Ｒ
し

食
文
化
の
違
い
を
乗
り
越
え
る

　
同
社
が
福
井
市
内
で
運
営
す

る
ナ
チ
ュ
ラ
ル 

デ
リ
＆
カ
フ
ェ

『veg.yard

』は
、
若
い
女
性
を
中

心
に
高
い
支
持
を
集
め
る
人
気
店

で
す
。
坪
川
氏
は
店
の
立
ち
上
げ

時
か
ら
、「
福
井
の
小
さ
な
カ
フ
ェ

か
ら
世
界
に
発
信
し
た
い
思
い
が

あ
っ
た
」と
語
り
ま
す
。

　
そ
の
言
葉
通
り
、
同
社
は

２
０
１
３
年
１
月
、
中
国
の
上
海

に『veg.yard

』
上
海
店
を
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
ド
ラ
ゴ
ン
フ

ル
ー
ツ
、
ト
マ
ト
、
コ
マ
ツ
ナ
な

ど
、
厳
選
し
た
農
産
物
を
中
心
に

約
30
種
類
の
素
材
を
現
地
で
調

達
。
食
の
安
心
・
安
全
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
ま
す
。

「
中
国
で
も
女
性
の
健
康
や
美
容

に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
日
本
の
食
に
対
す
る
信
頼
感

は
強
い
の
で
す
が
、
中
国
に
は

野
菜
を
生
で
食
べ
る
文
化
が
な

く
、
野
菜
を
使
っ
た
生
ジ
ュ
ー
ス

や
ケ
ー
キ
は
ま
だ
珍
し
い
よ
う
で

す
」

　
食
文
化
の
違
い
に
配
慮
し
、
同

店
は
野
菜
を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー

に
美
白
効
果
や
冷
え
性
予
防
な
ど

の
効
能
を
併
記
。
さ
ら
に
、
生

ジ
ュ
ー
ス
と
総
菜
を
セ
ッ
ト
ラ
ン

チ
で
提
供
す
る
な
ど
、
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

「
こ
う
し
た
心
遣
い
は
、
ま
さ
に

日
本
人
女
性
な
ら
で
は
の〝
お
も

て
な
し
〞。
今
で
は
上
海
森
ビ
ル

で
働
く
女
性
だ
け
で
な
く
、
男
性

の
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増
え
て
い
ま

す
」

　
上
海
は
果
物
の
生
ジ
ュ
ー
ス
店

が
ひ
し
め
く
激
戦
区
。
サ
ー
ビ

ス
面
で
の
こ
う
し
た
差
別
化
が
、

フ
ァ
ン
獲
得
に
つ
な
が
る
と
坪
川

氏
は
考
え
て
い
ま
す
。

福
井
の
異
業
種
と
連
携
し
た

新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
進
行
中

　
中
国
進
出
に
あ
た
り
、
坪
川
氏

は
同
フ
ロ
ア
で
か
ら
揚
げ
店『
福

井
鶏
王
』を
開
く
福
井
市
の
サ
ザ

ン
パ
ワ
ー
か
ら
頼
も
し
い
サ
ポ
ー

ト
を
得
た
と
語
り
ま
す
。

　「
現
地
ス
タ
ッ
フ
や
仕
入
れ
先

の
確
保
を
は
じ
め
、
サ
ザ
ン
パ

ワ
ー
さ
ん
に
は
本
当
に
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。
先
駆
者
の
協
力

が
な
か
っ
た
ら
出
店
は
で
き
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　
志
を
同
じ
く
す
る
福
井
人
と
の

協
力
は
、
異
業
種
に
も
広
が
り
を

見
せ
て
い
ま
す
。
今
年
、
福
井
県

内
で
建
設
機
械
用
部
品
を
製
造
す

る
株
式
会
社
日
本
エ
ー
・
エ
ム
・

シ
ー
と
、
サ
ザ
ン
パ
ワ
ー
、
パ
ン

店『
パ
ン
テ
ス
』、
和
菓
子
店『
竹

内
菓
子
舗
』、『veg.yard

』に
よ

る
5
社
で
共
同
事
業
を
開
始
。
そ

れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
生
か
し
、

福
井
県
産
の
酒
か
す
を
使
っ
た

ケ
ー
キ
や
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
を
中

国
で
販
売
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

始
動
し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み

は
経
済
産
業
省
の『JA

PA
N

ブ

ラ
ン
ド
育
成
支
援
事
業
』に
採
択

さ
れ
、
２
０
１
４
年
度
か
ら
中
国

の
デ
パ
ー
ト
や
ス
ー
パ
ー
で
販
売

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
予
定
で
す
。

「
先
日
、
日
本
エ
ー
・
エ
ム
・
シ
ー

さ
ん
が
事
業
展
開
さ
れ
る
タ
イ
の

バ
ン
コ
ク
で
試
作
品
を
提
供
す

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
酒
か
す

を
使
っ
て
健
康
に
特
化
し
た
商
品

を
扱
っ
て
い
る
の
は
私
た
ち
だ
け

で
、
と
て
も
手
応
え
が
あ
り
ま
し

た
ね
。
タ
イ
で
も
、
健
康
や
美
容

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
」

福
井
人
同
士
力
を
合
わ
せ
て

生
き
生
き
輝
く
女
性
を
応
援

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
意

気
投
合
し
た
5
社
は
、
並
行
し
て

福
井
の
若
手
起
業
家
や
海
外
に

進
出
を
考
え
る
団
体
を
サ
ポ
ー

ト
す
る『
福
和
僑
』を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

「
皆
さ
ん
、
福
井
と
世
界
の
架
け

橋
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

る
。
福
井
の
人
は
優
し
く
て
、
す

ご
く
応
援
し
て
く
れ
る
ん
で
す
。

い
ろ
ん
な
方
の
力
を
お
借
り
し
て

中
国
に
出
店
で
き
た
よ
う
に
、
将

来
は
自
分
も
若
い
方
々
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

　
中
国
、
タ
イ
で
の
経
験
を
通

し
て
、
坪
川
氏
は
ア
ジ
ア
で
働

く
女
性
た
ち
に
共
鳴
し
た
と
い

い
ま
す
。

「
20
〜
40
代
の
女
性
が
輝
け
ば
、

家
庭
も
仕
事
も
う
ま
く
い
く
と
私

は
思
っ
て
い
ま
す
。
日
本
と
同
じ

よ
う
に
、
上
海
や
バ
ン
コ
ク
の
女

性
は
働
き
者
。
食
の
安
心
・
安
全

を
気
に
か
け
て
、
美
容
へ
の
関
心

も
高
い
。
私
た
ち
の
提
供
す
る
健

康
的
な
素
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

で
、
彼
女
た
ち
を
応
援
し
た
い
で

す
ね
」

　
健
康
や
美
容
に
関
す
る
市
場
が

急
伸
し
て
い
る
中
国
・
東
南
ア
ジ

ア
で
は
、
女
性
の
活
躍
の
場
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
小
規
模
零
細
企

業
の
進
出
に
は
様
々
な
課
題
が
あ

り
ま
す
が
、
日
本
の
高
い
品
質
と

サ
ー
ビ
ス
、
そ
し
て
福
井
出
身
の

先
人
や
同
志
の
存
在
が
大
き
な
支

え
に
な
っ
て
く
れ
る
は
ず
。
同
社

の
躍
進
は
、
ま
さ
に
そ
の
好
例
だ

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

アジアが顧客 ～新市場を切り拓く～

　
「
す
べ
て
の
女
性
の
、
わ
く
わ
く
し
た
未
来
の
た
め
に
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
多
彩
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
展

開
す
る
株
式
会
社
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
。
今
年
1
月
、
中
国
一
の
高
層
ビ
ル
と
し
て
知
ら
れ
る
上
海
森
ビ
ル
に
野
菜
・
果
物

ジ
ュ
ー
ス
を
販
売
す
る
ス
タ
ン
ド
バ
ー
形
式
の『v

ベ

ジ

eg.y

ヤ
ー
ド

ard

』上
海
店
を
出
店
し
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
や
仕
入
れ
先

の
手
配
な
ど
は
、
同
ビ
ル
で『
福
井
鶏
王
』を
運
営
す
る
福
井
市
の
株
式
会
社
サ
ザ
ン
パ
ワ
ー
か
ら
全
面
的
な
協
力

を
得
た
の
だ
そ
う
で
す
。
福
井
の
有
志
と
力
を
合
わ
せ
、
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
で
ア
ジ
ア
を
目
指
す
代
表
取
締

役
の
坪
川
晶
子
氏
に
、
そ
の
手
応
え
を
伺
い
ま
し
た
。

健
康
と
美
容
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

女
性
パ
ワ
ー
で
ア
ジ
ア
に
進
出

株
式
会
社
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ

(株)ＧＡＩＡが語る上海の

魅力とリスク

【魅力】
日本製品に対する信頼と、まだまだある需要開拓の余地

【リスク】
日本流のマナー・接客の認知・浸透はこれから

②	アジアの魅力とリスク
	 ～ アジアで食品の飲食店展開 ～

代表取締役　坪川 晶子　氏

『Veg.Yard』上海店

福 井 市 高 木 の『Veg.Yard』。
上海での実績をみた中国企
業が、視察に来られたことも
あったとか。既に、中国での
合弁企業設立に向けた提案も
あるようです。

株式会社ＧＡＩＡ
所 在 地：	福井市高木中央2丁目4115
電　　話：0776-50-1551
代 表 者：坪川 晶子 氏
資 本 金：300万円
従業員数：10人（パート含む）
事業内容：飲食店

（ホームページは、リニューアル公開予定）

『Veg.Yard』上海店のジュースと野菜サラダ。
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手
間
や
不
安
を
取
り
除
く　

中
国
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

　
言
葉
の
壁
、
コ
ス
ト
の
か
か
る

現
地
視
察
、
物
件
探
し
や
契
約
の

不
安
、
信
用
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
の

雇
用
、
出
店
後
の
店
舗
管
理
…
。

中
国
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
進
出
に
は
、

様
々
な
問
題
が
伴
い
ま
す
。
そ
ん

な
な
か
同
社
は
、
中
国
の
国
際
都

市
・
南
寧
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

を
開
設
し
、
毎
月
1
万
円（
税
別
）

の
出
店
料
で
商
品
の
委
託
販
売
を

実
施
。手
間
や
費
用
が
か
か
ら
ず
、

中
国
ま
で
足
を
運
ば
な
く
て
も
現

地
で
小
売
り
が
で
き
る
魅
力
を
訴

え
、
需
要
を
開
拓
し
て
い
ま
す
。

「
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
の
委
託

販
売
で
あ
れ
ば
、
い
き
な
り
中
国

に
出
店
し
な
く
て
も
、
そ
の
商
品

に
対
す
る
現
地
の
人
の
反
応
を
知

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
な
に
よ

り
、
国
際
結
婚
の
仲
介
で
培
っ
た

中
国
人
と
の
信
頼
関
係
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
あ
る
私
た
ち
が
介
在
す

る
こ
と
で
、
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
に
対

す
る
不
安
や
戸
惑
い
を
取
り
除
い

て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

　
現
在
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で

取
り
扱
っ
て
い
る
ア
イ
テ
ム
数

は
、
１
０
０
０
種
類
近
く
。
福
井

産
の
漆
塗
り
の
箸
や
陶
器
、
和
小

物
の
ほ
か
、
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
、

ア
ニ
メ
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
な
ど
多
彩

な
商
品
が
陳
列
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
国
人
が
抱
く
日
本
人
へ
の

信
頼
感
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
か
す

　
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
立
上

げ
の
い
き
さ
つ
を
正
尚
氏
は
こ
う

語
り
ま
す
。

　「
国
際
結
婚
業
務
で
得
た
人
脈

を
活
か
し
て
、
何
か
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
を
展
開
し
た
か
っ
た
ん
で

す
。
だ
か
ら
、
中
国
の
大
学
に
1

年
間
、
日
本
語
講
師
と
し
て
単
身

赴
任
し
て
、
本
格
的
に
中
国
語
を

身
に
付
け
な
が
ら
、
現
地
で
の
人

脈
づ
く
り
に
努
め
ま
し
た
。
そ
ん

な
中
で
、
中
国
で
は
日
本
の
商
品

に
関
心
が
高
い
も
の
の
、
本
物
の

日
本
製
が
少
な
い
こ
と
に
気
づ

き
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
事
業

化
を
決
断
し
ま
し
た
」

　
多
く
の
国
際
結
婚
を
実
ら
せ
る

な
か
で
、
中
国
の
人
々
と
人
間
味

の
あ
る
交
流
を
深
め
て
き
た
こ
と

も
、
事
業
化
に
向
け
て
強
み
に

な
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　「
中
国
の
お
客
様
は
、
日
本
人

や
日
本
の
商
品
に
憧
れ
が
あ
り
、

高
い
信
頼
感
を
抱
い
て
く
れ
て

い
ま
す
。
特
に
、
安
心
・
安
全
で

健
康
に
配
慮
し
た
日
本
の
食
物

品
に
興
味
が
あ
り
、
少
し
高
く
て

も
価
値
を
認
め
て
購
入
し
て
く

れ
ま
す
ね
」と
手
応
え
を
語
る
優

子
氏
。
現
在
、
商
品
の
委
託
販
売

か
ら
派
生
す
る
中
国
企
業
と
の

商
談
の
仲
介
、
パ
ー
ト
ナ
ー
探
し

な
ど
、
次
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
ま

で
同
社
は
幅
広
く
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

「
は
じ
め
は
国
際
結
婚
の
時
に
お

世
話
に
な
っ
た
ご
縁
か
ら
、
大
自

然
に
恵
ま
れ
た
国
際
観
光
都
市
の

桂
林
で
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
開

い
た
ん
で
す
。
日
本
人
ス
タ
ッ
フ

が
経
営
し
て
い
る
と
い
う
信
頼
感

が
強
み
で
、
観
光
客
か
ら
も
好
評

を
得
て
い
ま
し
た
が
、
地
元
の

友
人
か
ら『
商
売
を
す
る
な
ら
南

寧
に
行
け
』と
勧
め
ら
れ
移
転
し

ま
し
た
。
そ
れ
は
私
た
ち
で
は
気

付
け
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
現

地
で
ど
こ
ま
で
信
用
に
値
す
る
人

を
見
つ
け
ら
れ
る
か
は
大
事
で
す

ね
。」と
正
尚
氏
。

　
人
口
や
富
裕
層
の
規
模
が
大
き

い
南
寧
で
は
、
日
本
製
品
を
買
い

求
め
る
中
国
人
は
、
桂
林
よ
り
多

い
そ
う
で
す
。
国
と
国
で
は
な

く
、
人
と
人
と
し
て
向
き
あ
い
、

信
頼
関
係
を
築
い
て
い
く
…
。
そ

れ
は
中
国
だ
け
に
限
ら
ず
、
国
際

ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

中
国
・
南
寧
か
ら
ア
ジ
ア
へ
、

グ
ロ
ー
バ
ル
に
事
業
を
展
開

　
膨
大
な
人
口
を
背
景
に
、
巨
大

化
す
る
中
国
市
場
。
従
来
の
製
造

業
だ
け
で
な
く
、
今
は
小
売
り
や

サ
ー
ビ
ス
業
に
ま
で
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
は
拡
大
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
文
化
や
習
慣
、
法
律
が

異
な
る
中
国
の
カ
ン
ト
リ
ー
リ
ス

ク
に
、
二
の
足
を
踏
ん
で
し
ま
う

日
本
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

「
実
は
、
日
本
人
の
感
覚
の
ま
ま

で
向
こ
う
に
行
く
こ
と
自
体
が
リ

ス
ク
な
ん
で
す
。
契
約
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
進
行
な
ど
、
中
国
で

は
や
り
方
が
違
う
だ
け
。
私
た
ち

が
間
に
入
る
こ
と
で
双
方
の
バ
ラ

ン
ス
を
調
整
し
、
中
国
人
と
の
感

覚
の
違
い
に
日
本
の
事
業
主
自
身

が
気
づ
い
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
」

　
同
社
は
、
今
年
か
ら
中
国
ビ
ジ

ネ
ス
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務

も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

「
上
海
で
は
日
系
企
業
が
飽
和
状

態
で
す
が
、
南
寧
は
ま
だ
日
本
人

自
体
が
少
な
く
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り

ま
す
。
大
き
な
博
覧
会
も
開
か
れ

る
国
際
都
市
で
あ
り
、
親
日
家
が

多
い
と
こ
ろ
な
の
で
、
熱
意
の
あ

る
方
が
い
れ
ば
お
力
に
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
今
後
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
国
境
に

近
い
南
寧
の
地
の
利
を
活
か
し
、

「
東
南
ア
ジ
ア
へ
進
出
し
た
い
」

と
語
る
正
尚
氏
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ビ
ジ
ネ
ス
の
水
先
案
内
人
と
し

て
、
ご
夫
婦
の
活
躍
の
場
は
さ
ら

に
広
が
っ
て
い
き
そ
う
で
す
。

アジアが顧客 ～新市場を切り拓く～

　

有
限
会
社
チ
ャ
ー
ミ
ー
は
、
11
年
前
に
い
ち
早
く
国
際
結
婚
の
ニ
ー
ズ
拡
大
に
着
目
し
、
中
国
人
女
性
と
の
結

婚
相
談
・
国
際
結
婚
の
仲
介
業
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
１
年
に
、
そ
れ
ま
で
の
経
験
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
か
し
、
福
井
産
を
中
心
と
し
た
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
商
品
の
委
託
販
売
を
行
う
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
プ『
日

出
部
屋
』を
中
国
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
桂
林
に
開
設
。
今
年
、
よ
り
富
裕
層
の
人
口
が
多
い
国
際
都
市
・
南な

ん
ね
い寧

に
移
転
し
ま
し
た
。
現
在
、
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
進
出
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
も
行
う
同
社
の
代
表
取
締
役 

五
十

嵐
正
尚
さ
ん
、
優
子
さ
ん
ご
夫
婦
に
、
中
国
市
場
の
魅
力
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
委
託
販
売
で
、

中
国
ビ
ジ
ネ
ス
進
出
を
サ
ポ
ー
ト

有
限
会
社
チ
ャ
ー
ミ
ー

(有)チャーミーが語る南寧の

魅力とリスク

【魅力】
日本人・日本製に対する高い信頼感と旺盛な購買力

【リスク】
商習慣・商取引の違いやグレーゾーンが多い

②	アジアの魅力とリスク
	 ～ 異業種への展開 ～

代表取締役　五十嵐 正尚  氏（右）、五十嵐 優子  氏（左）

アンテナショップ内。福井の品を中心に、幅広いジャンルから商品を選定しています。

アンテナショップは、
南寧のメインストリー
ト沿いにあるビルに出
店しています。

有限会社チャーミー
http://www.charmy-inc.com/
所 在 地：	福井市日之出1丁目10 ‐ 13 Sol-Wish 1F
電　　話：0776-29-0720
代 表 者：五十嵐 正尚 氏
資 本 金：300万円
従業員数：4人（パート含む）
事業内容：結婚相談、中国進出支援
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グローバル人材の育成をサポートする公的制度

公益財団法人福井県アジア人材基金　　http://fukui-asianfund.jp/

　県内企業に勤務する社会人などの語学力向上や、アジア地域を中心とするグロー
バル経済分野の知識の習得等に関する事業を行っています（2013 年スタート）。社
会人向けの主な支援内容は以下のとおり。詳しくはＨＰをご覧ください。

①海外への長期留学・研修への奨学金貸与
長期留学や、特定のインターンシップ制度への参加について、渡航費等（10万円）、
滞在費等（5万円／月）、研修費用（12万円）を貸与（返還免除あり）

②海外ビジネスに関する教育・情報提供への支援
海外ビジネス講座、ビジネス外国語講座の受講料の半額を助成（上限１万５千円）

③外国人留学生への支援
県内企業への就職支援（就職給付金５万円を助成）
日本語能力診断試験の受験支援（受講料３千円を助成）

中小企業産業大学校（（公財）ふくい産業支援センター 人材育成部）　http://www.fisc.jp/fiib/

　各種集合研修（経営管理、工業技術のコース）や、個別企業のニーズに対応したオー
ダーメイド研修を開催しています。グローバル人材に関する研修は今年度終了しま
したが、来年度も実施する予定です。カリキュラムが決まり次第、ＨＰでお知らせ
します。

募集中

Ｑ
　
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
で
通
用
す
る

英
語
は
、
ど
の
レ
ベ
ル
ま
で
求
め

ら
れ
ま
す
か
？

Ａ
　
中
学
3
年
ま
で
に
学
ぶ
語
彙

や
基
本
的
な
文
法
が
分
か
れ
ば
、

ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
で
必
要
な
英
会

話
は
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ビ
ジ
ネ
ス
英
会
話
と
聞
く

と
、
そ
の
業
務
特
有
の
専
門
用
語

が
登
場
す
る
の
で
難
し
い
と
思
わ

れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
ビ
ジ
ネ

ス
シ
ー
ン
の
ほ
う
が
日
常
生
活
よ

り
も
語
彙
や
話
題
が
限
ら
れ
ま
す

の
で
、
実
は
ビ
ジ
ネ
ス
英
会
話
の

ほ
う
が
修
得
し
や
す
い
の
で
す
。

Ｑ
　
英
語
力
を
身
に
付
け
る
た
め

の
効
果
的
な
方
法
は
？

Ａ
　
ま
ず
は
、
中
学
生
向
け
の
英

語
の
参
考
書
で
基
本
を
習
得
す
る

こ
と
を
お
奨
め
し
ま
す
。
そ
し

て
、
と
に
か
く
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
機
会
を
作
る

こ
と
。
最
も
効
果
的
な
方
法
は
、

海
外
の
日
本
語
を
使
わ
な
い
環
境

で
1
年
間
で
も
い
い
か
ら
生
活
す

る
こ
と
で
す
。
最
近
は
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
学
ぶ
傾
向
が
、
特
に
大
企
業

で
は
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
英
語
は
流
暢
で

聞
き
や
す
く
、
費
用
は
ア
メ
リ
カ

の
1
／
10
程
度
の
よ
う
で
す
。

Ｑ
　
中
小
企
業
は
、
資
金
的
な
制

約
で
海
外
派
遣
や
専
門
機
関
の
研

修
を
受
講
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
も
多
い
で
す
。
あ
ま
り
コ
ス

ト
を
か
け
ず
に
語
学
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
方
法
は
あ
り

ま
す
か
？

Ａ
　
海
外
留
学
や
海
外
派
遣
を
経

験
し
た
社
員
、
海
外
出
身
の
外
国

人
社
員
な
ど
、
海
外
の
生
活
や
実

務
に
経
験
が
あ
る
人
を
中
心
と
し

た
研
修
会
を
開
催
す
れ
ば
良
い
で

し
ょ
う
。
あ
る
程
度
資
金
に
余
裕

が
あ
れ
ば
実
績
の
あ
る
講
師
を
招

い
て
も
良
い
で
す
が
、
そ
の
場

合
、
語
学
力
や
知
名
度
を
基
準
に

す
る
の
で
は
な
く
、
努
力
し
て
結

　

海
外
展
開
を
進
め
る
う
え
で
、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
要
な
知
識
や
経
験
を
持
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
が
必
要
不
可

欠
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
人
材
は
限
ら
れ
て
お
り
、
社
内
で
の
人
材
育
成
も
困
難
で
あ
る
こ
と
が
、
中
小
企
業
の

課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
中
小
企
業
産
業
大
学
校
の「
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
養
成
講
座
」（
９
月
開
催
）で
講
師

と
し
て
招
聘
し
た
ケ
ン
パ
ー
・
マ
テ
ィ
ア
ス
氏
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
関
し
て
中
小
企
業
が
抱
え
る
疑

問
や
悩
み
に
お
応
え
し
ま
す
。

アジア圏のEC市場は急速に拡大しており、ネットショップはアジア市場で販路を拡大する重要なツールであるといえます。
参入形態としては、①海外向けショッピングモールに出店、②自社サイト立ち上げ、③現地EC事業者による販売代行、
がありますが、まずは、決済等の各種機能や集客代行などのサポート体制がある①モール出店から始めることが効果的です。

果
を
出
し
て
い
る
方
を
選
定
す
べ

き
で
す
。
失
敗
経
験
豊
富
な
方
で

も
Ｏ
Ｋ
。
無
名
で
も
努
力
し
て
失

敗
を
経
験
し
な
が
ら
海
外
に
挑
戦

し
た
方
の
ほ
う
が
、
大
手
の
著
名

な
講
師
よ
り
も
、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス

の
現
場
で
本
当
に
役
立
つ
知
識
を

得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

で
、
伝
え
た
い
こ
と
が
伝
わ
ら
ず

に
困
る
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
が
不
安
で
す
。

Ａ
　
完
璧
な
言
語
を
話
そ
う
と
意

識
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
今
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
様

で
、
英
会
話
初
級
レ
ベ
ル
の
社
員

の
方
向
け
に
、
異
文
化
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
英

語
が
流
暢
で
な
く
て
も
、
専
門
用

語
と
技
術
的
な
知
識
を
駆
使
し

て
、
海
外
出
張
で
き
る
レ
ベ
ル
ま

で
達
成
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
要

は
、
伝
え
た
い
内
容
を
相
手
が
理

解
す
れ
ば
良
い
わ
け
で
、
下
手

な
言
葉
で
あ
っ
て
も
、
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
し
た
り
絵
を
描
い
て
理
解

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
。

「
言
葉
で
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
ら

別
の
方
法
で
表
現
し
よ
う
」と
い

う
前
向
き
な
姿
勢
を
身
に
付
け
て

お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

ど
う
し
た
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
が
　
　	

育
つ
の
か
？

③
	アジア市場開拓のための
	ポイント便利帳海外展開をこれから考える企業や、

まだ考えていない企業に向けてメッセージをいただきました。

コラム ネットでアジア市場へ売り込め

●海外向けに商品を販売するモールの一例
楽天市場
香港、アメリカ、中国、台湾など、既に世界 210 の国と
地域で利用されている。商品説明は 5カ国語に自動翻訳。
Yahoo! ショッピングストア
アジア最大の EC取引グループ「アリババ」とYahooが提
携しており、Yahooショッピング店舗商品を自動翻訳し、ア
リババが運営するECサイト「淘宝網（タオバオワン）」内の
「淘日本」にて商品出品が可能。物流支援も提供。

Buy-J.com
中国本土向けショッピングモール。「配送」「翻訳」「顧客
サポート業務」を代行。

●決済
国内向け ECの場合と同様、ネット上で決済サービスを提

供する決済代行業者と契約し、決済手段を用意することが
一般的。なお、モールの場合、サービスの一環として決済
代行業者としてのサービスを提供または斡旋している場合

が多い。

●売れ筋の特徴
海外での入手が難しい日本の生活雑貨、ファッション、キッ
ズ用品、ベビーグッズ、地方名産品など

●成功している企業の売り込み術
○ 動画で商品を説明し、品質の良さをＰＲ。
○ 利用法や日本の文化を紹介。例えば、ストラップを販売
するにあたり、「日本では携帯電話にアクセサリーをつけ
る」という文化があることを動画で説明し、興味を引く。

○ SNSとの併用でプロモーションを強化。ただし、中国は、
Facebookではなく「人人網」が高いシェアを占めている。

アジアが顧客 ～新市場を切り拓く～

30年くらい先は海外取引しなければ生き残
れないという状況になっているかもしれま
せん。だから、今すぐに海外展開する必要
性はなくとも、今のうちに海外に関心を向
ける必要はあると思います。30年先の海外
展開と考えると、30年後の経営幹部がリー
ダーシップを発揮していなければならない。
つまり、今の若手・新入社員をグローバル
人材に育て上げる長期プランを策定してお
くのが理想です。教育は時間をかけてじっ
くりと取り組むのが効果的。今から十分に
間に合います。頑張ってください。

ケンパー・マティアス 氏
ドイツ南部バイエルン州出身。2002年に来日後、富士通(株)
の多国籍チームに所属、立教大学大学院を卒業。2007年
にＩＣ異文化コーチング(株)を設立（現・代表取締役）。現在、
日本で唯一のドイツ人認定コーチ＆異文化コミュニケーショ
ントレーナーとして活躍するほか、アジアや欧米各国で、人
材育成、企業研修、国際ビジネスサポート等の事業を展開中。
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ケース １ 海外進出予定先での不正な商標登録

概　要
Ａ社は、国際見本市への出展を機に、Ｂ国への販路開拓を開始した。その後、
Ｂ国での商標登録を目指し２件の出願を行ったが、見本市でＡ社商品を見
た者が、既にＢ国に出願していることが発覚した。

対応策

本件のような冒認出願（※）は、放置すればＡ社が商標の不正使用に該当し
てしまう。行政機関に相談の上、冒認出願の拒絶に向けての対応を協議し、
異議申立てを行うなど、その阻止を図るべきである。
※発明者（考案者）でない者であって、特許（実用新案登録）を受ける権利を承継
しない者がした特許（実用新案登録）出願。

ケース 4 労働契約の不備

概　要

Ｅ国での法人設立に向け、本社社長が信用しているＥ国人Ｆに現地法人の代表就任を前提に開設準備
の全部を一任したが、準備期間も法人設立後もＦとの間で労働契約を締結しなかった。１年後、本社
社長がＦの経営手腕に疑問を持ち、Ｆに解雇を通告。しかし、Ｆは会社設立準備期間から１年以上経
過しており無期限労働契約が成立していることを理由に解雇を拒否した。

対応策
たとえ準備期間であれ、労働契約を締結しておく必要がある。準備期間中に労働契約を直接締結することに抵抗
を感じる場合は、人材派遣会社に相談すべき。労働契約法のような基本的な法律の知識は入手しておく必要がある。

ケース 5 安易な独占代理店契約の締結

概　要
Ｇ国の貿易商社から、当社製品が非常に有望なので総代理店契約を締結し全国で販売したいとの取引
申込があり、契約を締結することとした。間もなくテスト販売用の注文が入り輸出を行ったが、その
後本格的な引き合いが入らず、何度か催促したがらちが明かない。

対応策
信用調査も行わずに安易な代理店契約を締結することは避けること。なお、一社の総代理店契約のような独占契
約は非常にリスクのある契約なので、非独占ベースの契約にするか、特定地域に絞った一般代理店契約または販
売店契約を締結し、実績を見ながら実力を見極める必要がある。

ケース 6 取引先と連絡不通

概　要
高級建材用木材を輸出しているが、何度目かの取引で本船が現地に到着後も一向に代金数百万円の送
金がない。居留守を使っているのか、連絡は全くとれない状況。なお、契約書は締結したことがなく、
相手からの注文書に基づいて船積みしていた。

対応策
解決の拠りどころとなる契約書がなければ裁判で争うこともできない。何度か取引して誠意あるように見せかけ
るのが、悪事を働く輸入業者の常とう手段。日本人は最初から「信頼」を基本にビジネスを開始するが、国際的
には非常識な認識であり、相手は信頼できないという前提でビジネスを組み立てる必要がある。

ケース 7 マーケティング能力の欠如

概　要
Ｈ国の現地エージェントＩ社を代理店とし、セレクトショップ内で商品の販売を開始。現地からは商
品に対し厳しい評価を受けた。現地販売価格はＩ社が定めたが、日本の約２倍の価格で設定しており
売上は低迷。一定の販売量が無いと輸出の継続も難しく２年ほどで撤退することとなった。

対応策

販売を代理店に任せる場合、代理店のマーケティング能力（得意分野、営業成績等）や信用情報を調査するだけ
でなく、販売レポート等を提出してもらい、商品の改良や開発につながる情報の収集や、市場分析を行うことも
大切。また、価格は、代理店任せではなく自社で決定する姿勢も大事である。さらに、独占的な契約は極力避け
るべきである。

ケース 8 通訳の能力不足

概　要
Ｊ国現地企業との交渉、現地従業員との全てのやり取りを通訳経由で行っていたが、都合の良いよう
に言葉を解釈して重要情報を漏らしてしまうなど、双方の意思疎通が上手に行えなかった。

対応策
通訳には、勝手な解釈をせず正確に相手の言葉を伝えることの大切さを理解させること。場合によっては通訳を
複数用いたり、現地の言語が分かる社員を（分からないふりをさせて）会議に参加させるなど、チェックを行う
ことも必要である。

ケース 2 合弁先企業から技術流出

概　要
海外企業との合弁で工場を設立し、自社の保有技術を提供して事業を行っ
てきたところ、ノウハウ情報までも相手に吸い取られてしまい、最終的に
合弁を解消することとなった。

対応策
「ノウハウ」は特許のような登録制がないので、どこまで相手に提供するかあらか
じめ決めておく必要がある。

ケース 3 取引先からの模倣品被害

概　要

Ｃ国の官民合同ミッションによる商談会に参加した際、現地のＤ社から自
社製品の引き合いがあったので、Ｃ国政府の立会いの下、Ｄ社と覚書を交
わした。Ｄ社から詳細な仕様書を求められたが、Ｃ国政府の公認企業との
安心感から提出しところ、後日、Ｄ社が一方的に契約を破棄してきた。調
査した結果、自社製品と同じものをＤ社が導入していたことが発覚した。

対応策

相手国政府から紹介された企業でも、安易に重要資料を渡してはいけない。相手国
政府に提出が必要な資料・データであってもコピーできない用紙やデータを使用す
る、事象毎に事前の模倣に対する損害請求の覚書を定めておく等の対策を行うこと
が大切である。

国際特許出願支援事業  【追加募集中 募集締切：12月10日】
国外での特許権等の取得を促進するために出願費用を助成する事業です。　
対象企業：福井県内に本社を置く中小企業（個人事業者、事業協同組合含む）
事業期間：支援企業決定日から2014年2月28日まで
対象事業：意匠、商標、冒認対策商標の外国特許庁への出願
　　　　　（特許、実用新案の今年度の募集は終了。来年度募集予定。）
助成対象経費：外国特許庁へ出願するための出願費用、代理人や翻訳等に要する経費（1／2以内を助成）
申込先：（公財）ふくい産業支援センター　技術開発部　　電話 0776-55-1555
　　 　　※詳細は、ＨＰ http://www.fisc.jp/fstr/ をご覧ください。

　

海
外
展
開
に
リ
ス
ク
は
つ
き
も
の
で
す
。
ま
た
、
そ
の
対
処
方
法
を
誤
る
と
さ
ら
に
大
き
な
問
題
に
つ
な
が
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
海
外
市
場
開
拓
に
伴
い
生
じ
る
課
題
や
リ
ス
ク　

の
一
部
を
対
応
策
と
と
も
に

紹
介
し
ま
す
。

リ
ス
ク
・
課
題
対
応
事
例
集

模倣を防ぐ知財対策（ケース　〜　）
　海外市場開拓において、商標の先取りや模倣品など知的財産に関するトラブルは企業規
模を問わず数多く発生しています。そこで、進出国において商標・特許登録などを行い、
自社の知的財産に関する法的権利を確保することが重要です。

ここで紹介した事例は、中小企業庁「海外展開成功のためのリスク事例集」の中から一部をピックアップした
ものです。同事例集では59のケースを取り上げているほか、各種支援施策を分野毎で豊富に紹介しています。
ご参考にしてください。
http://www.chusho.meti.go.jp/keiei/kokusai/

海外展開に関する県内の相談窓口は、「ふくい貿易促進プラザ」または「ＪＥＴＲＯ福井」まで（Ｐ１－２参照）。

アジアが顧客 ～新市場を切り拓く～

1 3

③
	アジア市場開拓のための
	ポイント便利帳

▲本制度の活用事例。株式会社カメマンネンの眼鏡の商標（左）、
　株式会社一本義久保本店の日本酒の商標（右）



14 13

ク
ラ
ウ
ド
に
よ
る
提
供
で　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
を
向
上

　
佐
々
木
氏
が
訪
問
介
護
事
業
所

用
の
ソ
フ
ト
に
目
を
向
け
た
き
っ

か
け
は
、
在
宅
介
護
事
業
に
携
わ

る
知
人
か
ら
、
業
界
の
抱
え
る
問

題
を
聞
い
た
こ
と
で
し
た
。

「
訪
問
介
護
事
業
は
本
来
、
医
療

機
関
に
近
い
役
割
を
持
つ
業
種
な

の
で
す
が
、
医
療
機
関
に
比
べ
る

と
資
金
力
も
乏
し
く
従
業
員
を
多

く
抱
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ぎ
り
ぎ
り
の
人
員
で
現
場
を
こ
な

し
て
お
り
、
シ
フ
ト
組
み
の
よ
う

な
管
理
業
務
が
後
回
し
に
な
り
が

ち
な
の
で
す
。
直
前
ま
で
シ
フ
ト

が
決
ま
ら
な
い
こ
と
も
多
く
、
結

果
、
従
業
員
の
定
着
率
低
下
を
招

い
て
い
る
の
で
す
」

　
半
導
体
メ
ー
カ
ー
を
退
職
し
、

一
念
発
起
し
て
行
政
書
士
の
道

に
進
ん
だ
佐
々
木
氏
。
同
セ
ン

タ
ー
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
ル
ー
ム

へ
の
入
居
条
件
が「
Ｉ
Ｔ
関
連
企

業
」と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、

当
初
か
ら
同
ソ
フ
ト
の
企
画
・

販
売
を
予
定
し
事
務
所
を
開
設

し
た
と
い
い
ま
す
。

「
前
職
の
生
産
設
備
の
制
御
と
、

以
前
の
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
経
営

の
経
験
か
ら
、
当
初
は
Ｅ
ｘ
ｃ

ｅ
ｌ
や
Ａ
ｃ
ｃ
ｅ
ｓ
ｓ
を
使
い

自
分
で
開

発
を
す
る

予
定
で
し

た
。
で
も
、

お
客
さ
ま

の
パ
ソ
コ

ン
に
イ
ン

ス
ト
ー
ル

す
る
形
態

だ
と
、
自

分
の
体
一

つ
で
は
サ

ポ
ー
ト
し
き
れ
な
い
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

ク
ラ
ウ
ド
で
な
け
れ
ば
…
…
と

考
え
た
の
で
す
が
、
自
分
自
身

そ
う
し
た
知
識
・
技
術
が
な
か
っ

た
の
で
ど
う
し
よ
う
か
と
思
っ

て
い
た
ん
で
す
」

　
そ
う
し
た
悩
み
は
、
同
年
２

月
、
同
ビ
ル
内
に
あ
る
株
式
会
社

シ
ス
テ
ム
エ
ル
フ
の
代
表
・
坂

井
順
一
氏
に
出
会
っ
た
こ
と
で

解
決
へ
と
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。

業
務
向
け
シ
ス
テ
ム
を
多
く
手

が
け
て
い
る
シ
ス
テ
ム
エ
ル
フ

に
と
っ
て
も
、
ク
ラ
ウ
ド
型
式

で
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
提
供

は
初
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
っ
た
と

か
。「『
く
ぐ
み
』の
開
発
を
通
じ

て
得
ら
れ
た
も
の
は
多
い
。
何

よ
り
、
こ
う
し
た
ソ
フ
ト
の
ニ
ー

ズ
は
、
当
社
だ
け
で
は
把
握
で

き
な
か
っ
た
」と
坂
井
氏
は
開
発

の
過
程
を
振
り
返
り
ま
す
。

シ
フ
ト
組
み
に
苦
慮
す
る　

他
業
種
へ
の
展
開
も
視
野
に

　
ソ
フ
ト
の
開
発
に
あ

た
っ
て
は「
簡
便
な
入
力
」

に
工
夫
を
凝
ら
し
ま
し

た
。
入
力
は
わ
ず
か
３
ス

テ
ッ
プ
。
職
員
が
次
月
の

勤
務
予
定
を
入
力
し
、
利

用
者
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

入
力
。
両
者
が
自
動
的
に

す
り
あ
わ
さ
れ
、
訪
問
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
で
き
あ

が
る
…
…
と
い
う
流
れ

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
月

間
の
シ
フ
ト
表
や
ヘ
ル

パ
ー
・
利
用
者
に
渡
す
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
と
い
っ
た

帳
票
の
印
刷
も
可
能
。
ゆ

く
ゆ
く
は
、
シ
ス
テ
ム
エ

ル
フ
が
得
意
と
す
る
勤
怠

管
理
や
給
与
計
算
シ
ス
テ

ム
と
組
み
合
わ
せ
、
訪
問

介
護
事
業
者
の
業
務
全
体
を
支

援
す
る
よ
う
な
仕
組
み
を
整
え

た
い
、
と
佐
々
木
氏
は
意
気
込

み
ま
す
。

「
慢
性
的
に
人
が
足
り
て
い
な
い

こ
の
業
界
は
、
何
も
手
を
打
た
な

い
ま
ま
だ
と
ま
す
ま
す
状
況
が

悪
化
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
国

の
支
援
に
も
期
待
し
た
い
で
す

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
追
い
つ
か
な

い
事
態
に
な
っ
て
い
る
。
行
政

書
士
の
立
場
か
ら
で
も
き
っ
と

で
き
る
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
と
、

志
を
同
じ
く
す
る
全
国
の
仲
間

と
こ
の
事
業
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

い
ず
れ
自
分
自
身
が
介
護
業
界

の
お
世
話
に
な
る
だ
ろ
う
、
と

も
思
っ
て
い
ま
す
か
ら
」

　『
く
ぐ
み
』の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
賛
同
し
て
い
る
の
は
、
北
海

道
か
ら
福
岡
ま
で
、
計
10
カ
所
の

行
政
書
士
事
務
所
で
結
成
さ
れ

て
い
る「
さ
さ
の
木
法
務
グ
ル
ー

プ
」の
メ
ン
バ
ー
で
す
。「
メ
ン

バ
ー
は
開
業
か
ら
お
お
む
ね
１

年
の
方
ば
か
り
。
私
も
含
め『
と

に
か
く
食
っ
て
い
か
ね
ば
』と
い

う
切
実
さ
も
あ
っ
て
、
在
宅
介

護
事
業
の
環
境
向
上
に
対
す
る

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
い
で
す
」

と
佐
々
木
氏
。『
く
ぐ
み
』を
き
っ

か
け
に
、
グ
ル
ー
プ
の
各
メ
ン

バ
ー
が
各
10
件
程
度
、
在
宅
介
護

訪
問
介
護
現
場
の
課
題
を

解
決
す
る
ソ
フ
ト
を
共
同
開
発

今回紹介するのは、福井県産業情報センタービル内にオフィ
スを構える『ささの木綜合法務事務所』。同事務所の特色は、
行政書士事務所でありながらパソコン用ソフトウェアの企画・
販売を事業の一つとしていることです。その第一弾が、先ご
ろ発売された訪問介護職員シフトシステム『くぐみ』。同ビル
に入居するコンピュータ関連企業の株式会社システムエルフ
と共同開発した同ソフトについて、代表の佐々木壮一朗氏に
話を伺いました。

商品はどのようなプロセスで完成されていくのか。
企業によるアイデアの創出から新商品誕生までの開発ストーリーを紹介します。

完成への道のり
ささの木綜合法務事務所（企画・販売）
株式会社システムエルフ（システム開発）

Vol.3

事
業
所
と
の
顧
問
契
約
を
結
び
、

事
業
運
営
・
利
用
者
の
生
活
相

談
な
ど
ト
ー
タ
ル
な
支
援
を
で

き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
当

面
の
目
標
と
の
こ
と
で
す
。

「
訪
問
介
護
事
業
に
限
ら
ず
、
シ

フ
ト
組
み
に
苦
労
し
て
い
る
業
界

は
た
い
へ
ん
多
い
と
聞
い
て
い
ま

す
。
ゆ
く
ゆ
く
は
、
そ
う
し
た
業

界
に
も『
く
ぐ
み
』の
普
及
を
進
め

て
い
き
た
い
で
す
ね
」と
、
さ
ら

な
る
展
開
を
期
待
さ
せ
る
一
言
で

佐
々
木
氏
は
締
め
く
く
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

【企画・販売】
ささの木綜合法務事務所
所 在 地：坂井市丸岡町熊堂3-7-1-16　福井県産業情報センター8F
電　　話：0776-97-9780
代 表 者：佐々木 壮一朗 氏
従業員数：1人
ホームページ：現在作成中
　

【システム開発】
株式会社システムエルフ　http://www.system-elf.co.jp/

所 在 地：坂井市丸岡町熊堂3-7-1-16　福井県産業情報センター7F
電　　話：0776-60-1100
代 表 者：坂井 順一 氏
従業員数：13人

異業種との共同プロジェクトに
初めて参加した坂井氏から一言

「介護業界の動向やシステムに対するニーズを知ることがで
きましたし、給与計算や勤怠管理などのシステムを別の業界
向けに提案できるのではないかと、ビジネスチャンスが広が
る可能性も感じました。また、行政書士がチームを作って顧
問契約の一環として販売するという方法は、「売る」ことを得
意としていない弊社にとっても魅力的なこと。得られるもの
は大きく、意義の深い開発だったと感じています」

左：	介護事業所のスタッフが『くぐみ』を操作中。さらな
る現場ニーズに応えたバージョンアップの検討も始
めています。

右：	業務提携する行政書士に対し、システムの研修会を
開催しました。行政書士がグループ化し一般事業所
を対象とした事業を実施するのは、全国でも初めて
のケース。また、県産業情報センタービルの入居企
業同士のコラボ企画も、今回が初めてです。

ささの木綜合法務事務所　代表　佐々木壮一朗　氏（右）
株式会社システムエルフ　代表取締役　坂井順一　氏（左）

訪問介護職員シフトシステム『くぐみ』は、簡単操作、シフト
ミス（重複）ゼロ、急な予定変更も可能、シフト作成の責任者
負担の大幅軽減などのメリットがあります。
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人的資産：一個人 (社長・従業員 )に
附随する資産

社長のカリスマ性、社員の技術、ノウ
ハウ、経験　など

構造資産：組織 (仕組み )に定着して
いる資産

顧客データベース、各種しくみ、マニュ
アル、文化　など

関係資産：組織外とのつながりに関
する資産

顧客とのつながり、協力会社・調達先
とのつながり　など

　（
公
財
）
ふ
く
い
産
業
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
発
刊
さ
れ
た

2
0
1
2
年
版「
福
井
県
の
経

済
」に
は
特
集
記
事
と
し
て
、「
老

舗
企
業
に
学
ぶ
1
0
0
年
経
営

の
秘
訣
」に
は
、
事
業
を
継
続 

し

て
い
く
こ
と
の
意
義
や
そ
の
ポ
イ

ン
ト
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
企

業
が
1
0
0
年
続
く
と
い
う
こ

と
は
、
必
ず
そ
の
中
で
最
低
で
も

数
回
の
事
業
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
が

行
わ
れ
て
い
ま 

す
。
い
い
か
え

る
と
、「
事
業
承
継
」が
う
ま
く

い
っ
た
か
ら
こ
そ
、
1
0
0
年

以
上
も
続
い
た
と
も
言
え
る
の
で

す
。
で
は
、
事
業
の
承
継
に
あ
た

り
引
き
継
ぐ
べ
き
事
業
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

（
遺
伝
子
）と
は
何
で
し
ょ
う
？

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク「
百
年
続
く

第
３
回

１
０
０
年
経
営
を
実
現
す
る
た
め
に

大
事
な
こ
と

企
業
の
条
件
：
朝
日
新
書
」に
は
、

老
舗
企
業
の
強
み（
図
１
）が
あ
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
は
っ
き
り
分
か

る
こ
と
は
、
不
動
産
や
事
業
資
金

な
ど
の「
物
的
資
産
」よ
り
も
、
信

用
や
伝
統
な
ど「
財
務
諸
表
に
表

れ
て
こ
な
い
目
に
見
え
に
く
い
資

産
」＝「
知
的
資
産
」が
圧
倒
的
上

位
に
き
て
い
る
こ
と
で
す
。
で

は
、「
知
的
資
産
」と
は
ど
う
い
う

も
の
で
し
ょ
う
か
。

１ 

知
的
資
産
経
営
と
は

　
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
知

的
資
産
と
は「
財
務
諸
表
に
は
表

れ
て
こ
な
い
目
に
見
え
に
く
い
経

営
資
源
の
総
称
」の
こ
と
で
す（
図

２
）。
ま
た
、
自
社
の
強
み（
知
的

資
産
）を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、

そ
れ
を「
見
え
る
化
」し
活
用
す
る

こ
と
で
業
績
の
向
上
に
結
び
付
け

る
こ
と
を「
知
的
資
産
経
営
」と
い

い
ま
す
。
も
っ
と
分
か
り
や
す
く

言
う
な
ら
ば
、「
知
的
資
産
」＝「
事

業
価
値
を
高
め
る
会
社
の
強
み
」

の
こ
と
で
す
。
こ
の「
強
み
」を
発

見
・
棚
卸
し
し
、
会
社
の
実
力（
信

用
・
収
益
力
）を
高
め
る
ツ
ー
ル

が「
知
的
資
産
経 

営
」な
の
で
す
。

２ 

事
業
承
継
と
知
的
資
産
経
営

　
事
業
承
継
を「
事
業
の
承
継
」と

読
み
替
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
冒

頭
で
事
業
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
＝
知
的
資
産

で
あ
る
と
述
べ
た
と
お
り
、
事
業

承
継
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
、

知
的
資
産
経
営
の
考
え
方
が
非
常

に
有
効
に
な
る
の
で
す
。
事
業
承

継
で
重
要
に
な
る
の
が
、
現
経
営

者
と
後
継
者
の
認
識
ギ
ャ
ッ
プ
を

把
握
す
る
こ
と
で
す
。
ギ
ャ
ッ
プ

自
体
は
悪
い
こ
と
で
は
な
い
の
で

す
が
、
そ
れ
を
客
観
視
せ
ず
お
互

い
の
理
解
が
進
ま
な
い
ま
ま
事
業

承
継
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
ま
っ
た

く
不
幸
な
こ
と
で
す
。
後
継
者
に

と
っ
て
大
事
な
こ
と
は
、
現
経
営

者
の
頭
の
中
に
あ
る
も
の
を
理
解

し
た
う
え
で
、
そ
れ
を
尊
重
す
る

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で

は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
し
て

現
経
営
者
の
頭
の
中
を
の
ぞ
き
見

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う

か
？
「
知
的
資
産
経
営
報
告
書
＝

事
業
価
値
を
高
め
る
経
営
レ
ポ
ー

ト
」作
成
の
ポ
イ
ン
ト
か
ら
そ
の

コ
ツ
を
つ
か
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

３ 

知
的
資
産
の
棚
卸
し
の
ポ
イ
ン
ト

　
前
回
も
お
話
し
し
た
と
お
り
、

事
業
承
継
は
経
営
者
と
後
継
者
の

問
題
だ
け
で
な
く
、「
事
業
」の
問

題
で
す
。
し
た
が
っ
て
、「
事
業
」

の
計
画
な
く
し
て「
承
継
」計
画
も

な
い
の
で
す
。
具
体
的
に
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

①	「
業
務
の
流
れ
」を
見
る

会
社
は
、
お
客
様
に
何
ら
か

の
価
値
を
提
供
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
収
益
を
得
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
の「
業
務
の
流
れ
」

の
中
に
会
社
の
強
み
が
隠
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

分
か
り
や
す
く
言
う
と
、「
な

ぜ
、
当
社
が
選
ば
れ
て
い
る

の
か
？
」
を
考
え
る
こ
と
で

「
強
み
」を
発
見
し
、
そ
の
強

み
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
も

可
能
に
な
り
ま
す
。

②	

３
種
類
の
資
産
で「
強
み
・
弱

み
」を
把
握
す
る

図
３
に
示
す
、
３
種
類
の
資

産
に
分
け
て
自
社
の
強
み
と

弱
み
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
ヒ
ト
」「
し
く
み
」「
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」と
考
え
る
と
分
か
り

や
す
い
で
し
ょ
う
。

③	「
外
部
環
境
」を
把
握
す
る

Ｐ
Ｅ
Ｓ
Ｔ（
政
治
、
経
済
、
社

会
、
技
術
）分
析
な
ど
は
有
効

な
フ
レ
ー
ム
の
１
つ
で
す
。

④	

今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く　

（
方
針
・
戦
略
）

こ
こ
ま
で
の
棚
卸
し
で
自
社

の「
強
み
」
が
明
確
に
な
り
、

追
い
風
環
境
が
ど
こ
に
あ
る

の
か
が
分
か
れ
ば
、
自
ず
と

会
社
の
方
向
性
や
方
針
が
明

確
に
な
る
は
ず
で
す
。
ま
た
、

ビ
ジ
ョ
ン（
あ
り
た
い
姿
）も

見
え
て
く
る
で
し
ょ
う
。

⑤	

価
値
創
造
の
ス
ト
ー
リ
ー

「
過
去
〜
現
在
の
ス
ト
ー

リ
ー
」「
現
在
〜
将
来
の
ス

ト
ー
リ
ー
」に
分
け
、
時
の
流

れ
を
意
識
し
て
考
え
ま
し
ょ

う
。
新
事
業
へ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
や
内
部
の
足
固
め
な
ど
課

題
が
満
載
で
し
ょ
う
。
Ｋ
Ｐ

Ｉ
（※1）
や
Ｋ
Ｇ
Ｉ

（※2）
な
ど
の
指
標

を
、
会
社
の
事
業
計
画
に
結

び
付
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

知
的
資
産
の
棚
卸
し
は
会
社

が
独
自
で
進
め
る
こ
と
も
可

能
で
す
が
、
専
門
家
や
支
援

機
関
な
ど
第
三
者
の
客
観
的

な
視
点
も
大
変
有
効
で
す
。

「
知
的
資
産
経
営
」は
事
業
承

継
だ
け
で
な
く
、
金
融
機
関

と
の
関
係
性
構
築
、
経
営
革

新
、
新
製
品
開
発
、
人
材
育

成
な
ど
幅
広
い
経
営
課
題
の

解
決
に
展
開
で
き
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
、事
業
承
継
に
は「
事

業
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
」を
意
識
す
る
こ
と

が
と
て
も
重
要
で
あ
る
こ
と
を
説

明
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
会
社
が

「
事
業
」を
繋
い
で
い
か
な
け
れ

ば
1
0
0
年
経
営
も
実
現
し
ま

せ
ん
。「
事
業
」を
繋
ぐ
こ
と
は
、

事
業
そ
の
も
の
が「
健
康
体
」で
あ

る
こ
と
が
必
要
条
件
で
す
。
健
全

経
営
の
実
現
の
た
め
に
、
本
コ
ラ

　

読
者
の
皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。
中
小
機
構
北
陸　

事
業
承
継
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
竹
川
で
す
。
前
回
は
、

事
業
承
継
計
画
の
重
要
性
や
そ
の
内
容
・
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
た
。
連
載
の
最
後
で
あ
る

第
3
回
は
、「
1
0
0
年
経
営
の
実
現
」を
テ
ー
マ
に
、
1
0
0
年
経
営
を
事
業
承
継
の
視
点
か
ら
考
え
る
と
と

も
に
、「
事
業
価
値
を
高
め
る
」た
め
に
必
要
な「
知
的
資
産
経
営
」に
迫
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ム
が
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
こ
こ
ま
で
お
読
み
い
た
だ
き
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、

事
業
承
継
は
早
め
の
準
備
が
と
て

も
大
事
で
す
。
福
井
県
の
企
業
の

皆
様
の
事
業
承
継
が
円
滑
に
す
す

み
、
地
域
活
性
化
が
実
現
す
る
こ

と
を
心
か
ら
お
祈
り
し
、
連
載
を

締
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

中小機構「知的資産経営支援」
http://www.smrj.go.jp/keiei/chitekishisan/index.html

経済産業省知的資産経営ポータル
http://www.meti.go.jp/policy/intellectual_assets/

執筆者　竹川　充  氏

独立行政法人中小企業基盤整備機構 北陸本部 事業承継コーディネーター

2012年度に「事業承継コーディネーター」に登録。中小企業の事業承継に関する
相談への対応・助言、各種セミナー講師等の活動を行う。
また、経営コンサルタント会社、MITコンサルティング（株）の代表取締役を務
める傍ら、ふくい産業支援センターの「新事業コーディネータ」として、経営戦
略や財務戦略、事業承継を中心に、中小企業の課題解決に取り組んでいる。
中小企業診断士。

図 1　老舗の強み【老舗企業の強みは何だとお考えですか？】

図２　知的資産のイメージ

※ 1	ＫＰＩ（Key Performance Indicator）：重要業績評価指標。
プロセスの達成度合いを定量的に定めた指標のこと（研
修受講回数、開発製品数、受注件数など）。

※ 2	ＫＧＩ（Key Goal Indicator）：重要目標達成指標（売上高、
利益額、付加価値額など）。図３
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執筆者　春日 尚雄	氏
1957年生まれ。電機部品メーカー代表取締役などを歴任し、主に海外生産拠
点整備をおこなってきた。2013年4月より、福井県立大学地域経済研究所、教
授。ASEANや大メコン圏（GMS）の経済、地域開発、日系企業の進出を専門と
している。

アジアを攻める！　
日
系
企
業
が
ア
ジ
ア
に
進
出
す
る
際
、
①

生
産
・
製
造
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
、
②
現

地
消
費
市
場
に
お
い
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
お
こ
な

う
、
と
い
う
両
面
が
あ
る
。
従
来
は
製
造
業

を
中
心
に
、
進
出
先
の
安
価
な
人
件
費
な
ど

の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ス
ト
を
利
用
し
た

海
外
生
産
活
動
が
多
く
見
ら
れ
、
ま
た
現
在

も
そ
の
拡
充
の
た
め
の
設
備
投
資
が
続
い
て

い
る
。
一
方
、
ア
ジ
ア
各
国
に
お
け
る
所
得

の
増
加
に
よ
り
、
一
般
消
費
市
場
が
急
速
に

拡
大
し
て
い
る
。
人
口
13
億
人
を
擁
す
る
巨

大
な
中
国
市
場
、
古
く
よ
り
日
本
か
ら
の
投

資
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
人
口
6
億
人
の
ア

セ
ア
ン
市
場
も
例
外
で
は
な
い
。

　
各
国
が
中
進
国
化
す
る
こ
と
で
そ
の
国
の

富
裕
層
、
中
間
所
得
層
が
拡
大
し
、
購
買
力

が
増
え
る
こ
と
に
並
行
し
て
日
本
ブ
ラ
ン
ド

　

洋
間
2
部
屋
、
エ
ス
テ
用
ベ
ッ
ド
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ

ン
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
女
性
ら
し
い
素
敵
な
イ
ン
テ
リ
ア
空

間
が
広
が
る
「
サ
ロ
ン
・
ド
・
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
」。
起
業
や

経
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
よ
う
と
２
０
１
１
年
11
月
に
福
井
市
下

馬
に
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
の
シ
ェ
ア
ス
ペ
ー
ス
が
今
、
人
気
を

呼
ん
で
い
ま
す
。
オ
ー
ナ
ー
の
道
廣
喜
子
氏
に
話
を
伺
い
ま

し
た
。

経
営
者
意
識
を
持
た
ず

〝
人
の
役
に
立
ち
た
い
〟一
心
で
動
く

道み
ち
ひ
ろ廣  

喜き

こ子 

氏　

Salon de Lakshm
i

（
サ
ロ
ン
・
ド
・
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
）
代
表

フ
ラ
ッ
ト
な
立
場
で
社
会
参
加
を
考
え
る

　
道
廣
氏
が
独
立
し
た
の
は
２
０
０
６
年
。

体
調
を
崩
し
勤
務
し
て
い
た
病
院
を
退
職

後
、
看
護
師
経
験
を
活
か
し
た
各
種
エ
ス
テ

の
施
術
や
体
調
管
理
の
コ
ン
サ
ル
、
料
理
教

室
を
始
め
ま
し
た
。「
独
立
志
向
が
あ
っ
た

わ
け
で
は
な
く
、
ど
う
社
会
参
加
で
き
る
か

を
考
え
た
結
果
、
自
分
の
ス
キ
ル
と
人
が
求

め
る
も
の
が
一
致
し
た
」と
、
起
業
当
時
を

ふ
り
返
り
ま
す
。
２
０
０
９
年
か
ら
は
専
門

学
校
で
ブ
ラ
イ
ダ
ル
エ
ス
テ
、
介
護
、
栄
養

学
な
ど
を
教
え
る
講
師
と
し
て
も
活
躍
。
こ

れ
ら
の
経
験
を
経
て
辿
り
着
い
た
形
が「
サ

ロ
ン
・
ド
・
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
」で
し
た
。

　
「
教
え
子
が
技
術
を
身
に
付
け
て
も
、
将

来
、
結
婚
・
出
産
、
退
職
を
経
て
仕
事
を
再

開
す
る
場
合
、
す
ぐ
に
働
け
る
環
境
は
あ
ま

り
な
い
。
で
は
、働
け
る
場
を
提
供
し
た
り
、

私
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
お
客
様
を

紹
介
し
た
ら
ど
う
か
。
そ
れ
に
、
起
業
は
複

雑
な
プ
ロ
セ
ス
と
苦
労
を
伴
う
も
の
。
私
の

経
験
で
そ
れ
を
緩
和
し
て
起
業
の
お
手
伝
い

を
し
た
い
。
そ
ん
な
思
い
が
あ
り
ま
し
た
」

人
の
悩
み
を
取
り
除
き
、
役
に
立
ち
、
喜
ん

で
も
ら
い
た
い
―
。
道
廣
氏
の
経
営
の
根
幹

に
あ
る
の
は
常
に
そ
の
思
い
。「
人
を
、
男

性
だ
か
ら
、
女
性
だ
か
ら
、
経
営
者
だ
か
ら

と
い
う
視
点
で
み
た
こ
と
も
、
自
分
自
身
は

経
営
者
で
あ
る
と
い
う
意
識
も
な
い
で
す
。

皆
が
フ
ラ
ッ
ト
な
立
場
な
ん
だ
と
い
う
認
識

で
、
ど
う
し
た
ら
社
会
に
役
立
つ
か
考
え
た

結
果
、
経
営
と
い
う
形
で
社
会
参
加
し
て
い

の
浸
透
も
進
ん
で
い
る
。
例
え
ば
か
つ
て
タ

イ
で
は
高
価
な
食
事
で
あ
っ
た
日
本
食
が
、

現
在
で
は
タ
イ
人
の
所
得
に
も
合
っ
た
も
の

と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
始
め
て
い
る
。
タ
イ

で
１
０
０
店
舗
展
開
を
達
成
し
た
「
８
番

ら
ー
め
ん
」
な
ど
も
成
功
例
と
し
て
あ
げ
ら

れ
る
。日
本
と
は
違
っ
た
文
化
、嗜
好
を
も
っ

た
国
で
は
、
日
本
と
は
違
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
良
き
現
地
パ
ー
ト
ナ
ー
に
恵
ま

れ
る
こ
と
も
非
常
に
重
要
な
要
素
と
な
る
。

　
経
済
は
先
進
国
化
す
る
ほ
ど
サ
ー
ビ
ス
産

業
の
割
合
が
大
き
く
占
め
る
よ
う
に
な
る
。

中
国
が
ル
イ
ス
転
換
点
（
工
業
化
し
て
ゆ
く

う
ち
に
農
業
部
門
の
余
剰
労
働
力
が
な
く
な

る
こ
と
）
を
迎
え
て
い
る
の
か
、
と
い
う
議

論
が
出
始
め
て
い
る
。
先
進
国
に
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
す
る
た
め
、
外
資
導
入
に
よ
る
労
働

集
約
的
工
業
化
を
永
遠
に
続
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
人
件
費
の
上
昇
と
共
に
ど
こ
か
で

産
業
構
造
の
転
換
が
お
こ
な
わ
れ
な
い
と
、

い
わ
ゆ
る
「
中
所
得
国
の
罠
」
に
陥
る
こ
と

に
な
る
。
日
系
企
業
の
海
外
進
出
は
国
内
製

造
業
の
空
洞
化
と
い
う
負
の
側
面
が
取
り
上

げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
う
し
た
消
費

市
場
を
め
ざ
す
産
業
、
企
業
に
と
っ
て
は
ア

ジ
ア
の
劇
的
と
も
言
え
る
市
場
拡
大
は
ま
さ

に
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
言
っ
て
良
い
。

　
ま
た
最
近
の
直
接
投
資
統
計
か
ら
、
日
本

か
ら
ア
セ
ア
ン
へ
の
投
資
額
が
、
日
本
か
ら

中
国
へ
の
投
資
額
を
超
え
る
傾
向
が
明
確
に

な
り
つ
つ
あ
る
。「
チ
ャ
イ
ナ
・
リ
ス
ク
」

に
よ
り
中
国
に
お
け
る
事
業
を
縮
小
し
、
す

ぐ
さ
ま
ア
セ
ア
ン
に
移
動
す
る
と
い
う
シ
ナ

リ
オ
は
考
え
に
く
い
が
、
ア
セ
ア
ン
へ
の
投

資
は
製
造
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
と
も
に
対
中
国

以
上
に
活
発
化
し
て
ゆ
く
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
工
業
製
品

を
例
に
と
れ
ば
中
国
自
動
車
市
場
に
お
け
る

日
本
車
の
シ
ェ
ア
は
16
％
台
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
ア
セ
ア
ン
各
国
に
お
け
る
日
本
車

シ
ェ
ア
は
90
％
を
超
え
る
国
も
あ
る
。
台
数

で
換
算
す
る
と
、
ア
セ
ア
ン
に
お
け
る
日
本

車
販
売
台
数
は
中
国
に
お
け
る
台
数
に
ほ
ぼ

匹
敵
す
る
。
そ
れ
だ
け
ア
セ
ア
ン
に
お
い
て

日
本
と
日
本
製
品
が
よ
り
認
知
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
り
、
日
本
型
ビ
ジ
ネ
ス
と
の
親
和

性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
海
外
進
出
先
に
ア
セ

ア
ン
を
選
択
す
る
企
業
は
今
ま
で
以
上
に
増

え
る
と
思
わ
れ
る
。

中国や東南アジア地域における最新の経済情勢や
ビジネス動向を、福井県立大学地域経済研究所の専
門家に解説していただきます。

る
。
そ
れ
だ
け
で
す
」

多
角
的
に
物
事
を
と
ら
え
る

　
道
廣
氏
は「
多
角
的
に
物
事
を
見
つ
め
る
」

と
自
身
の
性
格
を
分
析
し
て
お
り
、
こ
れ
は

「
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
」の
運
営
に
表
れ
て
い
ま

す
。
ま
ず「
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
」の
特
長
の
一
つ

が
、
利
用
者
の
提
案
を
受
け
て
使
用
料
が
設

定
さ
れ
る
点
。
収
支
計
画
を
提
示
し
て
も
ら

い
そ
の
妥
当
性
を
見
極
め
た
上
で
料
金
を
決

定
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
経
営
者
と
し
て
コ
ス

ト
意
識
を
身
に
付
け
て
も
ら
う
た
め
の
取
り

組
み
で
あ
り
、
時
に
は
コ
ン
サ
ル
的
立
場
で

ア
ド
バ
イ
ス
も
行
う
そ
う
で
す
。
ま
た
、
異

業
種
の
利
用
者
を
結
び
付
け
て
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
を
提
案
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。「
花
、

結
婚
、
写
真
に
関
す
る
仕
事
を
し
て
い
る
3

人
を
結
び
付
け
て
、
レ
ス
ト
ラ
ン
ウ
ェ
デ
ィ

ン
グ
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
と
い
う
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
を
提
案
し
ま
し
た
。
お
客
様
に
は
低
価

格
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
、
利
用
者
の
方

に
も
ビ
ジ
ネ
ス
の
機
会
が
増
え
る
。
単
体
よ

り
も
連
携
す
る
ほ
う
が
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
ん
な
つ
な
が
り
も
大
事
に
し
て

い
ま
す
」

　

現
在
、
異
業
種
と
の
連
携
で
あ
ら
ゆ
る
相

談
に
対
応
で
き
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
整

え
て
お
り
、
県
外
か
ら
の
申
込
み
も
あ
る
と

か
。
今
後
は
、
空
き
物
件
を
活
用
し
た
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
も
視
野
に
入
れ

て
お
り
、
人
を
つ
な
ぎ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
得

意
と
す
る
道
廣
氏
の
活
躍
の
場
は
、
ま
す
ま

す
拡
が
り
を
見
せ
そ
う
で
す
。

飛
躍
す
る

経
営
者
た
ち

福
井
県
ゆ
か
り
の
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
経
営
者
を
取
材
。企
業
を
成
長
へ
と
導
く
秘
訣
に
迫
り
ま
す
。

第
３
回

道廣 喜子 氏

タイにある８番らーめん（８番らーめんのホームページより）

Salon de Lakshmi
http://www.salon-lakshmi.jp/
所在地：福井市下馬2丁目814

アジア経済研究所資料より

3 アジア市場の拡大と
ASEAN
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制度名 助成率・助成限度額
【地域資源を活用した新商品開発・販路開拓支援事業】
一般枠
県内の特色ある地域資源（農林水産物や鉱工業品またはその技術、観光資源等）を活用した新商
品開発・販路開拓

助成率 1/2 以内
助成限度 500万円　（販路開拓のみ 200万円）

小規模企業連携枠
小規模企業同士が２社以上連携し、県内の特色ある地域資源を活用した新商品開発・販路開拓 助成率 2/3 以内

助成限度 300万円手しごと枠
福井県が認定する「ふくいの手しごと」を活用した新商品開発・販路開拓

【農商工連携による新事業創出支援事業】
商工業者・農林水産業者の連携による新商品開発・販路開拓

助成率 2/3 以内
助成限度 600万円

【企業連携による繊維産地競争力強化モデル事業】
繊維関連企業の連携による新商品開発・販路開拓

【小売店との連携による福井ブランドめがね販売モデル事業】
眼鏡関連企業と小売店との連携による新商品開発・販路開拓

本誌「F-ACT(ファクト)」を活用して会社をPRしよう！

企業情報メール便

『ふくいの逸品創造ファンド助成金』募集のお知らせ

販路開拓のチャンス！
本誌にチラシを同封できます
本誌では、企業情報メール便（チラシ同封サービス）を毎号実施いたします。
配送先は、県内事業所約 2,200 社です。この機会に、貴社の商品・サービス
を幅広く紹介しませんか？

　ふくい産業支援センターでは「地域資源の特長を活かし、従来とは違った形で活用することで、付加価値の高い商品やサー
ビスを生み出す」新たな取組みをご支援する『ふくいの逸品創造ファンド助成金』の事業計画を下記のとおり募集します。

『ふくいの逸品創造ファンド事業』
 【募集期間】（予定）

①平成25年度第３回募集	 平成25年11月18日（月）～平成25年12月25日（水）
②平成26年度第１回募集	 平成25年11月18日（月）～平成26年１月15日（水）

【助成期間】
①平成26年３月（交付決定予定）～平成27年２月28日まで（原則・延長可）
②平成26年５月（交付決定予定）～平成27年４月30日まで（原則・延長可）

【事業概要】

※申請のための事業説明会を11月18日～22日に県内５ヶ所で開催します。詳しくは同封のチラシをご覧ください。
当助成金の詳細につきましては、ホームページをご覧ください。

お申込み・お問い合わせ先
（公財）ふくい産業支援センター　ふるさと産業支援部
TEL.0776-67-7406　FAX.0776-67-7429　E-mail：i-fund@fisc.jp

お申込み・お問い合わせ先
（公財）ふくい産業支援センター　総務部　F-ACT編集室
TEL.0776-67-7414　e-mail：kouhou-g@fisc.jp

　髪の質や状態に
よって似合うスタイ
ルをしっかり提案し
てくれます。また、
県外の様々なお店を
回ってマッサージの
研究に力を入れてお

り、髪質に合った「これが気持ちいい」という施術方法
を実践しています。形だけのサービスではなく理論的な
提案をされていること、そして、そのために研究に努力
されている姿は見習うべきだと思いました。（越前市／
サービス業）

　広いカウンターと
個室が一室。注文は、
ドリンク以外、全て
店主のお任せです。
席に座りドリンクを
オーダーすると「次
で終わりにして下さ

い」と言うまで、目の前で揚げる絶品の串揚げがテンポ
良く出てきます。飲食業界が不況の中、流行のスタイル
を追いかけるのではなく、絶対的自信のあるやり方を貫
き、また行きたいと思わせる方法は、我々の日々の仕事
でも見習う点が多いです。（永平寺町／食品製造業）

　浅井古美術店を改
装した、骨董品とカ
フェを楽しめるお店
で、店内は木の温も
りを感じる優しい雰
囲気のカフェと古い
器の展示スペースが

ひとつになっています。コーヒーもランチも古い味のあ
る器でサービスされます。2ヶ月に一度「市」を開催し、
米粉パン、野菜、リサイクル着物などが並びます。小浜
の歴史文化にリンクするようなたたずまいとサービスが
評判を呼び、口コミでお客様が絶えません。（小浜市／
木製品製造業）

　木造住宅の施工を
手掛けており、得意
としているのは店舗
施工です。お店の個
性をインパクトづけ
るこだわりの施工が
特長で、施主から「こ

んな空間にしたい」というテーマをいただいたら、お客
様の動線、お客様と店員の目の高さや距離感、音の響き
具合など細かなところまで施主に提案して設計していま
す。「ここにはこの香りがいい」「ここにはジャズがいい」
という提案までもされていて、ユーザー目線をとことん
追求する点に感心させられました。（越前市／公務員）

y
ワ イ ム ズ

m's／美容室

越前市西樫尾町18-7-3　　電話：0778-43-1572

おらんだ亭／串揚げ専門店

福井市南四ツ居1-21-11　　電話：0776-54-1665

アンティークカフェあさい／骨董・カフェ

小浜市小浜酒井１　　電話：0770-52-0081

(有)BIG WOOD／住宅施工

越前市家久町102-10-1　　電話：0778-21-0471

ご意見・ご提案を求めます
VOL.4 のテーマは、あなたが刺激を受けた言葉 本に掲載されていた言葉や映画のセリフ、上司、親、友人などからかけ

られた言葉で、刺激を受けた言葉を募集します。言葉と刺激を受けた理
由を明記のうえ、e-mail、FAX、郵送のいずれかでご提案願います。（連
絡先：P22に掲載）

ご提出先：F-ACT 編集室　締切：12 月 6 日（金）

読者のひろば 毎回、一つのテーマについて読者の皆様に問いかけ、
いただいた声をピックアップして紹介するコーナーです。

3 私の一押しのお店を紹介します

ご利用を検討の方は、事前に、電話または電子メールにてご連絡ください。
１号につき約 10 社まで受け付けます。
なお、申込状況および掲載内容によりお断りする場合があります。

次回実施号

VOL.4　12月２５日発行予定
チラシ提出締切日：12月19日
チラシ2,200部をご提出（持参または配送）下さい。

■料金
同封するチラシ・パンフレットのサイズ 料金（税込）

Ａ４判以下のチラシ 8,400 円

Ａ４判超～Ａ３判以下のチラシ
（二つ折にしてＡ４判以下のサイズにすること）

12,600 円

Ａ４判以下のパンフレット（10ページ程度まで） 16,800 円

※チラシ・パンフレット１種類当たり 1 回分の同封料金です。



個人事業税（第２期分）の納期限は１２月２日（月）です。

従業員の個人住民税は特別徴収の実施を！

22 21

【食料品・飲料】
サブレに型押しされた恐竜を、食べながら“発掘”するユニークなお菓子を、企画、販売。県立恐竜博物館等で販売し、福井をＰＲ。 米又（福井市）

大野市の菓子店の５店が、大野の名水を使った伝統の水ようかんとチョコレートを組み合わせた新スイーツ「ショコラｄｅようかん」を開発。チョコの風味
と水ようかんの食感の良さを併せ持つのが特徴。 

伊藤順和堂、お菓子のひろせ、清水風月堂、
毎川金花堂、松田陽明堂（いずれも大野市）

越廼地区の伝統食「イカのへしこ」をそぼろ状に挽き、香辛料とオリーブオイル漬けにした「イカへしこオイル漬け」を開発。 越廼漁協加工部「ぬかちゃんグループ」
（福井市）

郷土料理であるサバの「へしこ」を使ったペースト「へしこぴゅうれ」の販売を開始。和洋どちらでも楽しめる商品で、首都圏や関西でも展開を目指す。 小浜海産物（小浜市）

こだわり豆腐「もてら直売所　大野くわかけ店」が８月８日、大野市鍬掛の国道１５８号沿いにオープン。米粉と豆乳を使用したシフォンケーキや豆乳ソ
フトクリームも提供する。 ハッピーライフ（大野市）

県産大豆「里のほほえみ」を原料に用いた豆乳ソフトクリームを開発し販売を開始。カロリーと甘さを控え、後味にほんのり豆乳の香りがするのが特長。 がぁでんぱぁく五湖の駅、ヤマグチ食品
（いずれも美浜町）

【繊維／衣服】
筒状炭素分子のカーボンナノチューブ（ＣＮＴ）をコーティングした糸を使った融雪シートを化学メーカーなどと共同で開発。従来の装置に比べ軽量で折り
曲げられる上、消費電力を約２割抑えることが可能に。 松文産業（勝山市）

福井市の福井県繊協ビル地下１階に「ファッションスペースＩＴＯチカ」をオープン。洋服や小物など、県内で作られた繊維生地による作品を毎月交代で展示する。 福井県繊協ビル同業会（福井市）

ポリエステル系の伸縮糸と吸水・速乾性のある糸を編み合わせる技術を使った、テーマパークや「ゆるキャラ」を展開する地方自治体などに着ぐるみ用生地を開発。 フクイテキスタイル（永平寺町）

鯖江市の２社が反射糸を編み込んだニット製品を開発。伸縮性を持たせる特殊な技術を応用し、夜間の事故防止につながる機能性ウエア「夜ピカ」の
ブランド名で商品化。 ジュエラ、テクノワープ（いずれも鯖江市）

軽くて通気性がある義足装具用部品を発売。特許を持つシリコーンゴムをスポンジ状にした素材で、従来品より約３割軽量化。これを足掛かりに、福祉・
医療市場に参入目指す。 ＳＨＩＮＤＯ（あわら市）

【金属／機械】
農薬や化学肥料を使わずに育てた県産コシヒカリ玄米と水でできた植物性飲料「ＧＥＮ-ＭＹ（ゲンマイ）」を開発、商品化。玄米食の代用として首都圏を
中心に市場を開拓する。 ケイ・エス・ティ・ワールド（福井市）

鉄の加工技術を生かした新しい雑貨ブランドを手掛ける「２９１（ふくい）アイアンワークス」を設立。スチール扉の製造過程で出た端材を活用した本棚や
たんすの仕切り板、テーブルなど約３０種類を販売する。 秀建（福井市）

ショッピングセンターなどで使われる屋内用の横開きシャッターを開発。折り畳んだ際の幅を同社従来品より３０％削減し、店舗スペースの有効活用や、
空間をスタイリッシュに見せられる点をアピールして、東京や大阪などの商業施設やビルへの採用を目指す。 東工シャッター（鯖江市）

【眼鏡】
少子高齢化が加速する中、フロント枠が赤や青のカラフルな老眼鏡を開発し商品化。ワンタッチで付け替え可能なテンプル、鼻パットは色違いの２種類
ずつをセットで販売する。 ビューマスター（鯖江市）

プライベートブランド眼鏡の新シリーズを自社サイトで発売。商品はすべて鯖江市で生産、「メードイン鯖江」を全面に打ち出し、鯖江市を眼鏡の生産地
としてＰＲするのが狙い。 オーマイグラス（東京都）

眼鏡の技術を生かし、植物性樹脂素材のアセテートを使った腕時計を商品化。パッケージの箱や文字盤の裏側には福井県の形をあしらい「メードイン
福井」をアピールする。 プラスジャック（鯖江市）

【その他の製造業】
手開き傘の開閉時に押す金具で指が挟まらない「セーフティーアンブレラ」を開発。高齢化を背景に市場拡大が見込める医療・介護分野向けとして、
首都圏の百貨店を中心に販売予定。 福井洋傘（福井市）

越前和紙に化石や恐竜のデザインをあしらい、地層をイメージしたブロック型メモ「ドキドキ発掘メモ」を商品化。和紙製作は山田兄弟製紙（越前市）に
依頼。県立恐竜博物館で人気商品に。 若越印刷（敦賀市）

県工業技術センターが開発した試作機をベースに、刃物の切れ味を簡単に測って数値化できる試験装置を販売。 轟産業（福井市）

越前焼工業協同組合理事長や金沢市のデザイナーとコラボし、 培養土に越前焼のセラミック粒を使った盆栽を開発。 みくに園（坂井市）

【建設】
二酸化炭素排出削減に配慮した住宅として福井県が認定する「低炭素住宅」の福井県第１号を鯖江市に建設。 中西工務店（越前市）

福井工大の学生とともに中古アパートの修復、活用策を研究し、１つの建造物を複数人で供用する「シェアハウス」への改修計画を本格スタート。 宮永不動産（福井市）

【商業／サービス】
農業用水路の水漏れを防ぐ特殊シートを開発。ポリエステル織布とブチルゴム材の２層構造となっており、従来製品に比べて安全、簡単に施工できるのが特徴。 白崎コーポレーション（鯖江市）

手軽に心電図が測定できる「携帯型心電計」を導入し、運転手の健康管理に。全国で相次ぐ運転手の心疾患によるバス事故に対応。心電計の販売・
レンタルも開始。　 福井中央観光（福井市）

鳥取、福島両県にある２店舗の屋根をオリックス（東京都）に賃貸し、太陽光発電事業に協力する計画を発表。２店舗合わせた年間予想発電量は、
一般家庭約７３０世帯分の年間消費電力に相当。 ＰＬＡＮＴ（坂井市）

敦賀市内の飲食店を中心とする８店舗が、共同でアンテナショップ形式の弁当店「蒼印食堂（ブルーレーベルキッチン）」をオープン。空き店舗が目立
つ地元商店街の活用が狙い。 蒼印食堂（敦賀市）

「恐竜の骨かきもち」を企画販売。生産は農業生産法人ＨＪＫ（福井市）の加工部門「米工房・ほ・た・る」が担当。伝統野菜の河内赤かぶら、ヨモギ、
サツマイモ、カボチャ、塩の５つの味が楽しめ、形を恐竜の骨に見立てた。 大津屋（福井市）

４社が連携して丸岡町を回る日帰り観光ツアーを企画。丸岡城や酒蔵を巡るほか、越前織のキーホルダー作りを体験できる。 久保田酒造、谷口屋、柳澤織ネーム、
和あらいや（いずれも坂井市）

新日本プロレスリング（東京都）とコラボした塗箸を商品化し販売開始。ジュエラ（鯖江市）がコラボを提案。 土直漆器、ジュエラ（いずれも鯖江市）

グアテマラ製フェアトレード商品で、ビームスなどの有名店でも扱われている人気のアクセサリーブランド「Ｗａｋａｍｉ（ワカミ）」の県内初正規販売店に。 アデオス（福井市）

【情報産業】
６０歳以上限定の認知症予防のパソコン講座を開催。入力などの基本を学ぶほか、ネットで情報を集めて旅行を計画し実際に仲間と旅行する。 ウォンツ・ジャパン（鯖江市）

国内の優れたものづくり技術を英語で紹介する専門雑誌を世界に向けて2ヵ月ごとに発刊し、中小企業の海外進出を支援。欧米、アジアの約１千社の
資材調達・購買担当者に送付。 インデックスライツ（坂井市）

大学生対象のビジネスプランコンテストを開催。２泊３日で福井の抱える問題を解決するＩＴビジネスを企画立案させる。優勝グループには賞金４０万円も。 オールコネクト（福井市）

橋本写真製版社（富山市）と共同で地域情報の発信を売り物にする電子書籍サイト事業に乗り出す。自治体の広報誌などを無料で電子書籍化して公開。 国府印刷社（越前市）

総務部　F-ACT 担当
TEL：0776-67-7414　　FAX：0776-67-7401　　e-mail：kouhou-g@fisc.jp
〒 910-0296  福井県坂井市丸岡町熊堂第 3 号 7 番地 1-16（福井県産業情報センタービル内）

http://www.fisc.jp/

編集後記

◆今号の特集では、アジア市場の開拓に
取り組む企業の活躍や、海外展開するう
えでのポイントを紹介しました。海外展
開でリスクはつきものであり、今回紹介
した企業いずれもリスクがあることを
認めていました。しかし、それ以上に
「魅力」の話が盛りだくさんだったのも
事実です。リスクよりも魅力を強く感
じ、積極的に挑戦する姿勢が見えまし
た。グローバル人材の育成についてお話
を伺ったケンパー氏は、「日本との文化
的差異があることを理解し、お互いの共
通点を多く見つけ出し、それを基に良好
な関係を築く」ことが、異文化コミュニ
ケーションを図るうえで大切なことだ
と言います。その上で異文化を楽しもう
とまで提案していました。また、チャー
ミーの五十嵐夫妻によれば、日本の常識
で海外展開すること自体がリスクだと
のこと。「日本式○△」の何を維持し何
を相手国に合わせるか。その判断は難し
いと思いますが、「リスクがあるのは当
然だから、恐れずに挑戦してみよう、魅
力を楽しもう」という割り切った考え＝
前向きな考え＝も求められているので
はないか。取材を通じ、そう思った次第
です。（編集室）

「○○が面白かった、ためになっ
た」、「△△をもう少し□□にした
らどうか」、「●●のテーマについ
て紹介して欲しい」、「▲▲会社が
やっている■■について取り上げ
て欲しい」など、本誌を読んだ感
想や、要望など、皆様のご意見を
お待ちしております。

皆
様
の
声
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
！

事業主の方は忘れずに納付しましょう !!

【お問い合わせ先】　福井県税事務所 TEL：0776-21-8272　　嶺南振興局税務部 TEL：0770-56-2223

【お問い合わせ先】　各市町住民税担当課　福井県総務部税務課　TEL.0776-20-0257

お問い合わせは

■ 個人住民税の特別徴収とは、事業者（給与支払者）の方が、従業員（給
与所得者）に代わって、毎月支払う給与から個人住民税（市町村民税
＋県民税）を徴収（引き去り）し、従業員の住所地の市町に納入して
いただく制度です。 

■ 地方税法および各市町の条例により、給与を支払う事業者で所得税の
源泉徴収の義務のある方は、原則として個人住民税の特別徴収を行っ
ていただくこととなっています。

■ 従業員が常時 10名未満の事業所は、申請により年 12回の納期を年
2回とすることができます（納期の特例）。

口座振替をご活用ください！
個人事業税の納付には、便利で確実な『口座振
替』が利用できます。
詳しくは、最寄りの金融機関や福井県税事務所
（嶺南振興局税務部）へご相談ください。

コンビニ納税できます！
個人事業税を下記のコンビニエンスストアで納めることができます。
これらのコンビニであれば、原則として24時間、全国どこでも土曜・日曜・祝日
でも納付が可能です。

【利用できるコンビニ】 
●ローソン	 ●ファミリーマート

●サークルＫ	 ●サンクス

●ミニストップ	 ●セブンーイレブン

●コミュニティ･ ストア	 ●デイリーヤマザキ

●ポプラ	 ●ヤマザキデイリーストアー	

●エブリワン	 ●くらしハウス

●ココストア	 ●スリーエイト

●スリーエフ	 ●生活彩家

●セーブオン	 （順不同）

24H

新聞記事から集めた
県内企業の
新商品・新規事業

■ 収集期間：平成25年8月1日～9月30日
■ 収集対象：福井新聞、日刊県民福井、日本経済新聞、毎日新聞、朝日新聞

当支援センターが収集している新聞記事の中から、県内企業の新商品・新規事業に関する記事をピックアップしました。
ここで掲載した情報は、ホームページでもいち早く確認できます。─ http://www.fisc.jp/newspaper/



経費削減のために有料広告を掲載しています。
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